
平成25年度～平成26年度の検討経緯
と検討部会の概要について

第２回 水害に強いまちづくり検討会
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• 背景とねらい

＜背景＞
– 地球温暖化に伴う気候変化の影響により大規模水害の発生が懸念される。

– 全国各地で大規模水害が発生している。

– また、香川地域では、香川大学危機管理研究センターが中心となり、「香川地域継続検討協
議会」を平成24年5月に設立し、大規模災害を想定した香川地域継続計画の検討が進められ
ている状況。

＜本検討のねらい＞
– 土器川流域において、“水害に強いまちづくり”を目指した流域・地域で一体となった大規

模水害対策を推進することで、防災力、減災力の向上を目指すもの

– 流域住民等の大規模水害に関する意見集約、情報共有、共通認識の醸成

＜本検討の位置付け＞
– 大規模水害発生後の“地域の生き残り計画”について、“住民目線”で議論する先進的な

取り組み

– 大規模水害に着眼し、“上下流の地域が一体”となって広域的に議論する“全国でも初
めて”の取り組み

＜H25年度＞大規模水害対策検討の背景とねらい
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• 検討組織と役割（３つの組織）

● 香川地域継続検討協議会（既存会議）
・・・・香川県内における大規模水害を検討

・メンバー 国地方支分部局、香川県、高松市、坂出市、経済団体、
香川大学、インフラ各社等

・設 立 平成24年5月31日

● 大規模水害に適応した対策検討会
・・・・土器川をモデルとして検討

・メンバー 香川大学危機管理研究センター、香川県中讃土木事務所、
丸亀市、まんのう町、坂出市、善通寺市、宇多津町、
琴平町、香川県防災士会、
四国地方整備局香川河川国道事務所

「とりまとめ書（案）」の提出

★ 大規模水害対策ワークショップ（ＷＳ）
・メンバー 土器川氾濫地域住民、香川大学危機管理研究センター、

香川県中讃土木事務所、丸亀市、まんのう町、坂出市、
善通寺市、宇多津町、琴平町、香川県防災士会、
四国地方整備局香川河川国道事務所

意見集約

【事務局： 国土交通省】

  大規模水害対策の検討のため

住民からの意見集約・情報共有

【事務局： 国土交通省】

  「とりまとめ書」の検討

【事務局： 香川大学】

  連携・サポート

• 本検討の対象（区域、災害要因）
土器川流域：国管理の区間（河口～常包橋上流）

検討対象の水害：堤防の決壊に伴う大規模水害

土器川では大正元年に発生

＜H25年度＞大規模水害対策検討の検討組織
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模擬ワークショップ

第1回ワークショップ

第2回ワークショップ

第3回ワークショップ

第1回検討会

協議会

準備会

5月31日（金）

7月28日（日）

8月31日（土）

10月6日（日）

平成25年
5月14日（火）

・ＷＳの体験
・ＷＳの進行確認

・いろいろな立場から大規模
水害で困ることを抽出

＜掘り下げ①＞
視点：地域の生き残り

＜掘り下げ②＞
視点：私たちの大規模水害対策

“水害に強いまちづくり”

・「とりまとめ書（案）」の検討

流域市町の確認

第2回検討会

・「とりまとめ書（素案）」の検討

3月26日（水）

次年度 協議会
・地域への展開・

・
・

・「とりまとめ書（案）」の提出

12月19日（木）

2月24日（月）

<H25年度の検討成果>

「土器川における大規
模水災害に適応した対策
検討とりまとめ書（案）」の
作成

＜H25年度＞大規模水害対策検討の流れ
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検討の場 情報共有（図化） 意見出し（ＷＳ）

第１回

ＷＳ

被害想定（堤防決壊を想定した最大
浸水深図等）

被害の内容（具体的に起こることを図
化）

いろいろな立場から被害の内容に応
じて困ることを抽出

第２回

ＷＳ

上記のＷＳ検討を踏まえ、一般的な
大規模災害が発生した際に行われる
活動の内容（具体的に活動することを
図化）

上記の困ることの掘り下げ（左記の活
動によれば、困ることに対応できるの
か）

地域の生き残りのアイデアを抽出

第３回

ＷＳ

上記のＷＳ検討を踏まえ、土器川の
大規模水害に対するあらゆる情報の
再共有（情報共有ツール）

アイデアの効果分析結果（対策前と
対策後の比較図）

私たちの地域の掘り下げ（“私たちの
大規模水害対策”によって“水害に強
いまち”に成り得るのか）

自助 災害への備え（事前対策）
共助 被災直後（応急対策）
公助 その後（復旧・復興対策）

『土器川における大規模水災害に適応した対策検討とりまとめ書（案）』
香川地域継続検討協議会のDCPへ反映

×

＜H25年度＞大規模水害対策ワークショップ検討の流れ
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私たちの大規模水害対策意見集約（第３回ＷＳ）

 

 
災害への備え（事前対策） 被災直後（応急対策） その後、通常の生活に戻るまで（復旧・復興対策） 

自助 

 

（自分自

身がする

こと） 

・避難行動の判断基準を決めておく 

・避難所や避難ルートを決めておく 

・防災ハザードマップや危険箇所を確認しておく 

・水害に関する知識を身につけ、家族で共有する 

・河川水位等の情報収集の手段を考えておく 

・避難訓練への参加 

・食料の備蓄や防災用具等を準備しておく 

・土のう等の準備や排水路の清掃により、浸水被害軽減に備える 

・災害保険加入や貴重品の持ち出しによる生活再建に備える 

・水害に強い家づくりを考える 

・人命を第一に考え、家族等の集団で避難する 

・避難時に近隣住民に呼びかけて避難を促す 

・2 階等の高地へ避難する 

・家族単位で安否確認を行い、家族間での連絡方法を確保する 

・ラジオ等で情報収集に努める 

・避難時の必要物資等を 2 階に移動・確保する 

・教訓を活かし、今後の避難行動等に活かす 

・ボランティア連携、助け合いによる復旧に努める 

・地域や近隣の被害状況、安否確認を行う 

・飲料水等の衛生面に気をつける 

・健康状態、メンタルケアに気をつける 

・ゴミ・ガレキの片付け、自宅の復旧に努める 

・食料等の確保 

共助 

 

（地域が

するこ

と） 

・水害に関する知識の周知、地域の避難マップの作成 

・自治会単位での連携・災害への備えを決めておく 

・災害時要援護者の名簿整備、避難方法、連絡手段を考えておく 

・災害時の危険箇所の行政への情報提供 

・避難訓練の実施 

・自主防災組織の充実 

・避難所の増設、高層マンションを一時避難所に活用 

・土のう、排水ポンプの配備 

・自治会で救命ボートを配備 

・地域単位での備蓄と配布 

・近隣住民で連絡体制を確保し、安否確認を共有する 

・近隣住民で災害時要援護者の避難を支援する 

・近隣住民への避難の声かけ、避難の助け合い 

・自治会の無線機を活用し、水害情報を共有する 

・地域の防災文化を維持し、コミュニティで支援する 

・救助活動の支援 

・水防活動の支援 

・自治会単位で食料確保、炊き出しの実施 

・自治会で地域被害状況を巡回して調べ、行政等へ情報を伝える 

・自治会単位で要援護者等の安否を確認する 

・日常生活に戻るまで助け合う 

・地域内のゴミ等の片付け手伝いの助け合い 

・復旧の共同作業の呼びかけ実施 

・避難所利用ルールを作り、物資の持ち寄り・配分 

・高齢者等の健康状態の把握、メンタルケア 

・ボランティア受け入れ体制確立、連携による復旧 

 

公助 

 

（行政等

に助けて

ほしいこ

と） 

・地域の過去の災害情報の調査 

・自主防災組織強化の支援（ルール作り等） 

・排水ポンプの拡充、排水計画作り、排水施設増設 

・ポンプ場の耐水化 

・堤防強化、河道掘削等の河川整備推進 

・避難所の確保・整備及び道路嵩上げ整備（避難ルート確保） 

・道路拡幅 

・防災・避難訓練の支援 

・河川監視体制強化、防災無線の拡充、情報伝達装置の保守点検 

・企業・団体との災害協定作り 

・水防活動機材の点検・整備 

・家屋耐水化の推進 

・簡易トイレの確保 

・非常食等の備蓄 

・救命ボートの配備 

・避難判断水位等の避難の目安の周知 

・早期・正確な情報収集と発信 

・パトロール車等での声かけ 

・要援護者の避難支援、救助 

・連絡網の確保 

・排水機器の早期配置 

・危険箇所の道路通行止め処理・交通規制 

・防災組織本部の立ち上げ 

・不衛生箇所の消毒 

・ガレキ片付けによる道路確保 

・ヘリコプター手配 

・簡易トイレ設置、物資供給の確認 

・ライフライン・インフラの早期復旧 

・自衛隊、ボランティア派遣要請 

・被災地区の重点パトロール 

・消毒（衛生面対応）、メンタルケア支援 

・ゴミ、ガレキ処理、重機の手配 

・緊急物資の配送、排水ポンプ手配 

・物資の確保・供給 

・復旧、防災予算の確保と対策実施 

注） ：「避難の実行」に関する意見、 ：「避難の実効性確保」に関する意見、 赤字：重要項目
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４．具体的に実施すべき対策（今後の方向性）
4.1 適時・的確な避難の実行による被害軽減

4.2 住民、企業等における大規模水害対応力の強化

4.3 公的機関等による応急対応力の強化と重要機能の確保

4.4 氾濫の抑制対策と土地利用誘導による被害軽減

4.5 その他の大規模水害特有の被害事象への対応

５．土器川における適応策の進め方
5.1 幅広い連携による適応策の推進

5.2 実践的な防災訓練の実施と防災計画への反映

5.3 今後に向けて

香川県地域防災計画
（一般対策編）

第１章 総則

第２章 災害予防計画

第３章 災害応急対策計画

第４章 災害復旧計画

＜とりまとめ書（案） 目次構成＞

１．基本的認識

２．土器川における大規模水害時の地域社会への影響
2.1 土器川の流域概要および気候変動傾向

2.2 土器川における氾濫特性

2.3 周辺地域社会への影響

2.4 広域社会への影響

３．土器川における適応策の基本方針
3.1 適応策の基本的な考え方

3.2 目標と戦略

大規模水害対策ワークショップ

（第１回～第３回）

<H25年度の検討成果①>
「土器川における大規模水災害に適応した対策検討とりまとめ書（案）」

地域機能支障

地域機能継続

住民（自助）、地域（共助）、

行政等（公助）の立場を明確
にし、対策分野別に今後の
方向性を整理
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<H25年度の検討成果②>
「土器川（中讃地区）ケーススタディから見た香川型DCP検討手法」

１．香川型ＤＣＰ検討の目的

危険情報と地域コミュニティ活動の有機的な連携

２．ワークショップでの検討手法（土器川ケーススタディ）

１）ワークショップ・メンバー

①テーブル参加者：地域住民

②テーブル進行者：防災士会（防災リーダーの役割）

③テーブル記録者：関係市町職員

２）検討手法

・情報共有ツール（地域共通情報と地域個別情報）を用いて、情報を共有
し、「私たちの大規模水害対策」を意見集約

＜①地域個別情報＞ ＜②地域共通情報＞

＜私たちの大規模水害対策＞

被害指標（浸水深により
“困ること”が変化）

緊急活動拠点（避難所を
含む）

防災関係機関の緊急活
動内容

災害へ
の備え

被災
直後

その後

自助

共助

公助

いつ

誰が

何をするか

通常の生活
に戻るまで

「自助」：自分自身がすること
（命を守る）

「共助」：地域がすること
（地域を守る）

「公助」：行政等に助けてほしい
こと（住民や地域を支援
する）

３．香川型ＤＣＰ検討の枠組み

大規模水害浸水想定図
（最大浸水深図、浸水深時系列変化図）

被害の状況は
時系列的に変化

４．目標と戦略

５．取り組みに向けての役割

６．ＤＣＰ策定に向けた検討
・ＰＤＣＡサイクルによるアクションプラン検討を実施

・ＤＣＰを上位の考え方としたＢＣＰ検討を実施

①「犠牲者ゼロ」、「被害の最小化」

②地域住民が自ら判断し助け合って、命の安全を確
保するための避難を実行

③安全な避難に対して実効性を確保

目
標

戦
略

①防災情報の充実

②地域コミュニティの活性化と地域連携体制の強化

地域コミュニティ 関係市町 施設管理者 協議会
（香川大学）

情報共有と
地域連携

各地域において情報共有の場
の設置（ワークショップの実施）

地域個別情報共
有ツールの作成

地域共通情報共
有ツールの作成

地域コミュニティ
の活性化

防災リーダーの育成（行政、防
災士会等による支援）

－ －

市町
市町

地域
ｺﾐｭﾆﾃｨ

地域
ｺﾐｭﾆﾃｨ

地域
ｺﾐｭﾆﾃｨ

地域
ｺﾐｭﾆﾃｨ

地域
ｺﾐｭﾆﾃｨ

地域共通情報共有ツール

香川地域継続検討協議会（事務局：香川大学）

施設管理者

施設管理者

  ＤＣＰ検討のプラット
ホームとしての役割

地域個別
情報共有ツール

地域個別
情報共有ツール

防災の専門家
（香川大学、
防災士会等）

  地域コミュニティと
市町をつなぐ役割
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＜H26年度＞ 大規模水害対策の検討成果（案）

■Ｈ２６検討成果（案）
◎成果① ：土器川流域における「水害に強いまちづくり」の実現のため、各主体

毎の「モデル地区における具体的なアクションプラン」の作成

  「何時」、「誰が」、「何を」するかを明確にする。

  取り組み内容（ハード・ソフト対策）に応じて、対策優先度を設定し、各部署が連携し
て計画的に対策（事業化）を進める。

◎成果② ：モデル地区における大規模水災害に備えたタイムラインの作成

  関係機関および地域住民を対象として、台風による大規模水災害が発生することを

前提に、時間軸に沿った防災行動計画（タイムライン）を予め作成することで、被害
を最小限にくい止めるもの。

  被害想定は、複合災害（河川氾濫、内水氾濫、土砂災害、ため池氾濫、高潮）。

◆時間軸 ：災害警戒期～発災時刻（0ｈｒ）～応急対策期

◆関係機関：国（気象庁、国交省、気象台）、県、市、住民 等
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• 検討組織と役割（３つの組織）

【事務局： 国土交通省】

  アクションプラン検討のため、

モデル地区からの意見集約・情報共有

【事務局： 国土交通省】

  「アクションプラン【行動計画書（案）】」の検討

（取り組み方針の検討、情報の共有）

【事務局： 香川大学】

  連携・サポート

• 本検討の対象（区域、災害要因）
モデル地区：土器川下流部右岸側（丸亀市土器町東および土器町北）

検討対象の災害：複合災害（河川氾濫、内水氾濫、土砂災害）

＜H26年度＞ 大規模水害対策の検討組織と役割
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● 香川地域継続検討協議会（既存会議）
・・・・香川県内における大規模水害を検討

・メンバー 国地方支分部局、香川県、高松市、坂出市、経済団体、
香川大学、インフラ各社等

・設 立 平成24年5月31日

● 水害に強いまちづくり検討会
・・・・丸亀市土器町東、土器町北をモデル地区として検討

・メンバー 香川大学危機管理研究センター、香川県中讃土木事務所、
丸亀市、まんのう町、坂出市、善通寺市、宇多津町、
琴平町、香川県防災士会、高松地方気象台
四国地方整備局 香川河川国道事務所

「アクションプラン【行動計画書（案）】」の提出

★ 水害に強いまちづくり検討部会
・メンバー 香川大学危機管理研究センター、

香川県（危機管理課、中讃土木事務所）、
丸亀市（危機管理課、建設課等の計14課）、
高松地方気象台、四国地方整備局 香川河川国道事務所

意見集約



＜H26年度＞アクションプラン検討対象モデル地区

モデル地区： 丸亀市土器町東、土器町北地区

浸水深3m以上となり、家屋の一階部分が
水没する被害が発生する。

地盤高2m以下の低平地が広く

存在し、内水氾濫による湛水が
生じ安く、外水氾濫時には浸水
深が深くなり、浸水時間も長く
なる。

11

＜H26年度＞ アクションプランの検討テーマ

■平成２６年度の検討テーマ
【テーマ１】 住民目線での災害情報のあり方

【テーマ２】 地域コミュニティの活性化と地域連携体制の強化

【テーマ３】 避難の実効性確保のためのハード・ソフト整備

★大規模水害に関するタイムライン（防災行動計画）の具体化

12

■平成25年度の検討成果
ワークショップでの住民意見を反映した「目標と戦略」

【目標】 ①「犠牲者ゼロ」、「被害の最小化」

②地域住民が自ら判断し助け合って、命の安全を確保するための避難を実行

③安全な避難や復旧・復興に対して実効性を確保

【戦略】 ①防災情報の充実

②地域コミュニティの活性化と地域連携体制の強化

③安全な避難や復旧・復興に対して実効性を確保するための施設整備



検討の場 情報共有（図化） 意見出し（ＷＳ）

第1回
検討部会

被害想定（複合災害：内水氾濫＋外水氾濫＋
土砂災害）

モデル地区における被害の内容（複合災害に
よる最大浸水深、土砂災害警戒区域を図化）

モデル地区における現状の課題（事前ヒアリ
ング結果を踏まえ、検討３テーマ【情報、連携、
実効】に関する課題を図化）

時間軸（平常時～災害警戒期～応
急対応期）に応じた“水害に強いま
ちづくりのためのアイデア”（実効性
のある具体的な対策）を抽出

第2回
検討部会

上記のＷＳ検討を踏まえ、モデル地区におけ
る情報の再共有（現状の課題とアイデアを図
化）

アイデアの効果分析結果（対策前と対策後の
比較図）

対策の優先度と行動主体（事前アンケート結
果を集計）

複合災害を踏まえたタイムライン（案）（避難勧
告・避難指示の発令タイミング、事後の対応）

“水害に強いまちづくり”の掘り下げ
（アクションプラン検討、水害に強い
まちづくりマップ（案）の作成）

優先度の高い重点対策の具体化
（対策を実現するために、何をして
各部署がどう関わるべきか）

“水害に強いまちづくり”のためのアクションプラン【行動計画書（案）】
香川地域継続検討協議会への提出 13

＜H26年度＞ 「水害に強いまちづくり検討部会」ワークショップ検討の流れ

飯野山

丸亀港

柳池

大束川浸水区域

土砂災害

ため池決壊
浸水区域

青ノ山

排水ポンプ

丸亀城

内水氾濫

内水氾濫

右岸3.2k
堤防決壊

青ノ山

飯野山

丸亀港

排水ポンプ

柳池

大束川浸水区域

ため池決壊
浸水区域

土砂災害

内水氾濫

丸亀城

外水氾濫

【土器川堤防決壊後の“外水氾濫＋各種災害”想定イメージ】
（土器川右岸3.2k堤防決壊）

【土器川堤防決壊前の“各種災害”想定イメージ】

◆土器川の堤防が決壊するほどの大規模な降雨が継続した場合、土器川堤防決壊前にはすでに
各種災害（中小河川氾濫、内水氾濫、土砂災害、ため池氾濫、高潮）の発生が想定される。

◆各種被害想定（香川県公表）を組み合わせた複合災害を考慮した検討とする。

＜H26年度＞複合災害を考慮した被害想定（発災時系列イメージ）

14



堤防決壊１時間前
丸亀観測所累加雨量：約250mm
土器川流域平均累加雨量：約450mm

＜H26年度＞複合災害を考慮した被害想定シミュレーション（時系列浸水深図）
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堤防決壊２時間前
丸亀観測所累加雨量：約220mm
土器川流域平均累加雨量：約390mm

堤防決壊直後
丸亀観測所累加雨量：約280mm
土器川流域平均累加雨量：約460mm

16

堤防決壊３０分後
丸亀観測所累加雨量：約285mm
土器川流域平均累加雨量：約470mm

堤防決壊１時間後
丸亀観測所累加雨量：約290mm
土器川流域平均累加雨量：約480mm

堤防決壊３時間後
丸亀観測所累加雨量：約290mm
土器川流域平均累加雨量：約490mm

堤防決壊６時間後
丸亀観測所累加雨量：約290mm
土器川流域平均累加雨量：約500mm

＜H26年度＞複合災害を考慮した被害想定シミュレーション（時系列浸水深図）



第1回 検討部会

第2回 検討部会

第1回 検討会

協議会

平成26年 6月26日

平成26年 10月1日

平成26月12月24日

・検討会・検討部会の概要と進め方
・部会長の選任
・モデル地区の選定

・モデル地区の基礎情報の共有（被害想定、
被害の内容、現状の課題）

・対策案の抽出（“いつ”、“何をするか”）

・モデル地区でのアクションプラン検討
・複合災害を想定したタイムライン（案）

・モデル地区でのアクションプラン【行動計
画書（案）】の作成

・水害に強いまちづくりマップ（案）の作成

・重点対策の抽出・具体化（対策を実現す
るために、何をして、各部署がどう関わる
べきか）

第2回検討会

平成27年5月頃

平成27年度 協議会、検討会、ワークショップ

平成26年
8月7日

平成27年
3月19日

・アクションプラン【行動計画書（案）】の提出

検討部会報告

事前調整会議

アクションプラン【行動計画書
（事務局案）】の作成

・全体実施方針の確認

協議会での地域継続計画の検討

・モデル地区でのアクションプラン【行
動計画書（案）】の検討
・今後の進め方の調整

＜H26年度＞「水害に強いまちづくり検討会・検討部会」スケジュール

・モデル地区における大規模水災害に備えたタイムライン（防災行動計画）の提出
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土器川における大規模水害対策検討の全体の流れ（まとめ）

平成25年度

＜ステップ１＞：大規模水害対策の方向性とりまとめ
・「土器川における大規模水害に適応した対策検討とりまとめ書（案）」を協議会で承認

＜ステップ２＞：“水害に強いまちづくり”のため
のアクションプラン検討【行政】

◆平成26年度
・検討の場：「土器川における水害に強いまちづくり検討会」

（事務局：香川河川国道事務所）

・検討内容：

【テーマ１】住民目線での災害情報のあり方

【テーマ２】地域コミュニティの活性化と地域連携体制の強化

【テーマ３】避難の実効性確保のためのハード・ソフト整備

★大規模水害に関するタイムライン（防災行動計画）

・検討方法：代表市町による「検討部会」を設置し、モデル地
区を対象として検討（行政、香川大学で検討）

・住民ワークショップの開催

・検討会の開催

・「とりまとめ書（案）」の作成

・検討部会、住民ワー
クショップの開催

・検討会の開催

・アクションプラン【行
動計画書（案）】の
作成

【大規模水災害に適応した対策検討会】 ⇔ 【香川地域継続検討協議会】 【香川河川国道事務所】

関係市町・関係機関
とのキャッチボール

＜ステップ４＞：流域・地域で一体となった
大規模水害対策の実施

◆平成29年度以降の予定

・「アクションプラン（案）」に基づく、各主体での着実
な事業推進

・「とりまとめ書（案）」および「アクションプラン（案）」
に基づく、他地域や他機関への展開

【水害に強いまちづくり検討会】 ⇔ 【香川地域継続検討協議会】

南海トラフ巨大地震を想定した
地域継続計画（ＤＣＰ）の検討

◆平成26年度
・検討の場：「香川地域継続検討協議
会」（事務局：香川大学危機管理研究
センター）

・検討内容：アクションプラン検討

◆平成27年度
・検討内容：香川地域におけるアクショ
ンプランの実践、四国ＤＣＰ検討等

協議会での成果（ノウハウ）
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＜ステップ３＞：“水害に強いまちづくり”のため
のアクションプラン検討【住民】

◆平成27～28年度
・検討内容：大規模水害に関するタイムライン（防災行動計画）

・検討方法：モデル地区における「住民ワークショップ」を実施し、

住民目線でタイムラインを具体化（住民、行政で検討）

⇒住民意見を踏まえ、アクションプラン（案）をブラッシュアップ

“行政での検討”から“行政と住民での検討”へ



第1回 検討部会

第2回 検討部会

事前調整会議

＜H26年度＞「水害に強いまちづくり検討部会」検討フロー

事前ヒアリング
（住民アイデアに関する）

事前アンケート
（対策案に関する）

事後アンケート
（タイムラインに関する）

・検討会・検討部会の概要と進め方
・部会長の選任 ・モデル地区の選定

現状図と課題図
（モデル地区の現状と課題の図化）

・検討テーマ（情報、連携、実効）について、現状で
の実施状況の確認

・H25年度ＷＳにおける住民意見に対して、モデル
地区の現状の課題、アイデアの抽出

・モデル地区の基礎情報の共有（被害想定、被害
の内容、現状の課題）

・対策案の抽出（“いつ”、“何をするか”）

・各部署を対象に、52個の対策案について、対策
優先度の評価および行動主体の確認

対策案一覧表（52個）
（検討テーマの課題への対策案）

アクションプラン一覧表
（対策案と行動主体の対応表）

対策優先度上位10位
・モデル地区でのアクションプラン検討
・複合災害を想定したタイムライン（案）

・モデル地区でのアクションプラン【行動計画書
（案）】の作成

・水害に強いまちづくりマップ（案）の作成

・重点対策の抽出・具体化（対策を実現するため
に、何をして、各部署がどう関わるべきか）

・各部署を対象に、時系列対応による防災行動内
容の確認

重点対策一覧表
（より優先度の高い対策の一覧表）

水害に強いまちづくりマップ
（モデル地区の対策案の図化）

検討ステップ 検討内容 検討成果

ﾀｲﾑﾗｲﾝ（防災行動計画）

19

運営要領、実施要領

アクションプラン【行動計画書（案）】

20

住民アイデアに関する事前ヒアリングの概要

１．ヒアリング様式の事前記入

検討テーマ（情報、連携、実効）についての現状を確認、記入。

H25年度ワークショップにおいて集約した、土器川流域住民の大規
模水害対策に関する意見（９マス意見）について、「現状の課題、
取り組みの予定、アイデア等」を記入。

２．事前ヒアリング

事前記入した様式を基に、モデル地区の図面を見ながら具体的な意
見交換を実施し、モデル地区の情報を共有した。

9マス意見に対するアイデアと検討テーマの対応表（要約）

モデル地区 現状図

モデル地区 課題図

【検討成果】

【検討概要】

モデル地区 現状図

9マス意見に対するアイデアと検討テーマの対応表（要約）

モデル地区 課題図
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「第１回検討部会」ワークショップ概要

図面（課題図）を用いて、モデル地区における課題を確認・把握した。

意見カード（アイデア）をテーマ（情報、連携、実効）毎に時間軸
（平常時～災害警戒期～応急対応期）に沿って分類・整理した。

３テーブルのアイデアについて全員でふり返り、実効性のある具体的
な対策案として整理し、情報を共有する。

図面（課題図）を用いて、モデル地区における課題を確認し、透明シー

トに具体化することで課題に関する情報を共有した。

【検討その①：透明シートで検討】

透明シート（図面）の一例

◆第１回部会ワークショップ検討のテーマ

課題に対するアイデアを意見交換し、各参加者は意見カードにアイデ
ア（“いつ”、“何をするか”）を記入した。

【検討その②：意見カードで検討】

意見カード（アイデア）をテーマ（情報、連携、実効）毎に時間軸（平常時～災害警戒期～応急対応期）に沿って分類・整理した。
【検討その③：意見カードで検討】

課題を
確認・図示

課題に対するアイデ
ア（“いつ”、“何
をするか”）を意見
カードに記入、キー
ワード毎に整理した

意見カードの一例

課題に対するアイデ
アを意見カードに記入

意見カードでの検討の様子



対策項目別意見数の分析（37項目）
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防
災
G
IS
の

活
用

）

防
災

教
育

、
避

難
訓

練
（
防

災
士

と
の

連
携

）

防
災

教
育

（
広
報

誌
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ

の
活

用
）

地
域

防
災

文
化

の
維

持
（
災

害
情

報
調

査
、
四

国
災

害
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
）

災
害

時
要
配

慮
者

の
避

難
支

援
体

制

自
主

防
災

組
織

の
活

性
化

（
組

織
間

の
連

携
）

関
係

機
関

と
の

連
携

避
難

行
動

の
支

援

避
難

者
等

へ
の

支
援

国
・
県

に
よ
る
緊

急
活

動
支

援

災
害

情
報

の
整

備
（
避

難
の

目
安

、
避

難
所

へ
の

案
内

標
識

等
）

備
蓄

品
、
水

防
機

材
の

整
備

（
備
蓄

倉
庫

、
救

命
ボ
ー
ト
等

）

施
設

整
備

（
避

難
所

の
耐

水
化

、
ポ
ン
プ
場

の
耐
水

化
、
老

朽
化

対
策

等
）

河
川

整
備

（
堤

防
強

化
、
河

床
掘

削
等

）

道
路

整
備

（
道

路
嵩

上
げ
、
道

路
拡
幅

、
歩

道
用

防
護

柵
等

）

宅
地

整
備

（
建

築
補

助
（
耐

水
化

、
ピ
ロ
テ
ィ
ー
等

）
）

流
域

対
策

（
流

域
一

体
の

総
合

治
水

計
画

）

土
砂

災
害
対

策
（
急

傾
斜

地
崩

壊
、
土

石
流

、
地

す
べ

り
防

止
対

策
）

緊
急

活
動

（
排

水
ポ
ン
プ
車

、
道
路

啓
開

、
物

資
供

給
等

）

自
助

・
共
助

（
防

災
・
避

難
訓

練
、
地

域
防

災
リ
ー
ダ
ー
の

育
成

等
）

自
助

・
共

助
（
防

災
情

報
伝

達
手
段

の
充

実
、
災

害
時

要
援

護
者
の

避
難

支
援

・
救

助
等

）

事前情報 緊急時情報

（危険情報）

避難情報

・安否情報

地域コミュニティ

の活性化

地域連携

体制の強化

ハード整備 ソフト整

備

情報 連携 実効

意
見

数

【第1回検討部会】“水害に強いまちづくり”のためのアイデア

「自主防災組織の活性化」と「避難

の目安」に関する意見が多い
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分
類

番
号

対
策

項
目

対
策

番
号

“
水

害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
”
の

た
め
の

対
策

名
（
青

字
：
事
務

局
案

）
対

策
の

具
体
ア
イ
デ
ア

（
青

字
：
事

務
局

案
）

対
応

す
る

ｱ
ｲ
ﾃ
ﾞｱ
番
号

1
内
水
セ
ン
サ
ー
・
カ
メ
ラ
の
設
置

・主
要
道
路
（
土
器
町
交
差
点
）
の
浸
水
深
表
示

・自
宅
へ
の
簡
易
水
位
計
設
置

・地
区
単
位
の
避
難
情
報
（
避
難
の
タ
イ
ミ
ン
グ
、
避
難
場
所
等
）
の
提
供

・
1
1
1

・
1
2
1

・
1
8
、
12
4

2
土
器
川
水
位
・
危
険
情
報
表
示
板
の
設
置

・高
い
建
物
等
へ
の
土
器
川
水
位
・
危
険
情
報
表
示
板
（回

転
灯
等
）
の
設
置

・
1
1
0
、
1
3
5

3
丸
亀
橋
観
測
所
の
テ
レ
メ
ー
タ
化
、
危
険
水
位
設
定

・丸
亀
橋
観
測
所
の
テ
レ
メ
ー
タ
化
、
危
険
水
位
設
定

・
6
6
、
13
8
、

1
3
9
、
17
3

4
一
時
避
難
場
所
（
3
階
建
て
以
上
）
の
設
定

・一
時
避
難
場
所
（3
階
建
て
以
上
）
の
設
定

・
1
6
4

5
避
難
所
併
用
の
防
災
セ
ン
タ
ー
の
建
設

・避
難
所
併
用
の
防
災
セ
ン
タ
ー
の
建
設

・
1
6
2
、
1
6
3

6
災
害
の
外
力
規
模
に
応
じ
た
避
難
場
所
の
設
定
（
広
域
避
難
）

・災
害
の
外
力
規
模
に
応
じ
た
避
難
場
所
の
設
定
（
広
域
避
難
）

・
1
2
6

3
か
が
わ
防
災
G
IS

7
か
が
わ
防
災
G
IS
の
防
災
施
設
情
報
等
の
充
実

・か
が
わ
防
災
G
IS
で
の
津
波
避
難
ビ
ル
、
緊
急
活
動
拠
点
、
危
険
情
報
等
の
追
加
表

示
・
1
6

4
避
難
所
誘
導
や
危
険
情
報
の
標
識

8
避
難
所
誘
導
や
危
険
情
報
の
標
識
の
設
置

・地
域
の
既
往
最
大
浸
水
実
績
表
示

・土
器
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
市
道
土
器
線
の
地
盤
高
表
示

・
1

・
1
0
2

5
住
ま
い
方
情
報
（条

例
）

9
浸
水
対
策
に
関
す
る
情
報
提
供
等
の
条
例
の
制
定

・住
民
へ
の
水
害
・
土
砂
災
害
の
危
険
性
周
知

・
1
2
0
、
1
2
3

6
広
報
活
動
・
情
報
提
供

1
0

き
め
細
や
か
な
防
災
情
報
の
提
供
、
防
災
意
識
の
向
上
（
広
報
誌
、
防
災
イ
ベ
ン
ト

等
）

・広
報
誌
、
備
蓄
リ
ス
ト
、
持
ち
出
し
品
リ
ス
ト
、
被
災
後
の
手
続
き
案
内
、
防
災
イ
ベ
ン

ト
等
に
よ
る
防
災
情
報
の
提
供

・
2
、
6
4、

1
1
2
、

1
7
6

7
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
（
高
所
監
視
カ
メ
ラ
、
C
C
T
V
）

1
1

高
所
監
視
カ
メ
ラ
の
整
備
（
国
・
県
の
情
報
共
有
、
土
器
川
出
張
所
へ
の
設
置
）

・高
所
監
視
カ
メ
ラ
映
像
の
国
・
県
の
情
報
共
有
、
土
器
川
出
張
所
へ
の
高
所
監
視
カ

メ
ラ
の
設
置

・
8
0
、
13
4
、
1
3
7

1
2

か
が
わ
防
災
W
e
bポ

ー
タ
ル
等
の
周
知
、
利
用
促
進
（
避
難
所
で
の
活
用
）

・か
が
わ
防
災
W
eb
ポ
ー
タ
ル
等
の
周
知
、
利
用
促
進
（避

難
所
で
の
活
用
）

・
1
3
9

1
3

ア
ナ
ロ
グ
な
手
法
（
旗
、
サ
イ
レ
ン
、
人
海
戦
術
等
）に

よ
る
情
報
提
供
手
段
の
導
入

・防
災
訓
練
等
に
よ
る
サ
イ
レ
ン
の
意
味
の
周
知

・
3
、
4
、
5
、
1
0
、

1
4

9
防
災
ラ
ジ
オ

1
4

防
災
ラ
ジ
オ
の
戸
別
配
布
（
費
用
一
部
負
担
）

・防
災
ラ
ジ
オ
の
戸
別
配
布
（
費
用
一
部
負
担
）

・
1
1
5
、
1
1
8

1
0

地
域
協
力
に
よ
る
情
報
収
集

1
5

地
域
協
力
に
よ
る
情
報
収
集
・発

信
（
コ
ン
ビ
ニ
や
タ
ク
シ
ー
会
社
等
と
の
協
力
）

・河
川
情
報
連
絡
員
の
増
強

・コ
ン
ビ
ニ
等
の
店
舗
、
タ
ク
シ
ー
会
社
、
自
治
会
等
と
の
協
力

・
7
6

・
8
5
、
15
3

1
1

か
が
わ
減
災
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

1
6

か
が
わ
減
災
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
周
知
、
利
用
促
進

・か
が
わ
減
災
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
周
知
、
利
用
促
進

－

1
2

デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線

1
7

デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
の
拡
充
（
屋
外
子
局
へ
の
カ
メ
ラ
設
置
、
戸
別
受
信
機
の
配

布
）

・デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
の
拡
充
（
屋
外
子
局
へ
の
カ
メ
ラ
設
置
、
戸
別
受
信
機
の

配
布
）

・
7
5
、
11
8

1
3

Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
T
w
it
te
r、
F
ac
e
bo
o
k）

1
8

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
避
難
情
報
・
安
否
情
報
の
確
認
（
避
難
所
情
報
を
発
信
、
避
難
所

で
確
認
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
）

・Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
避
難
情
報
・
安
否
情
報
の
確
認
（
避
難
所
情
報
を
発
信
、
避
難
所

で
確
認
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
）

・
1
9
、
15
4

1
4

防
災
情
報
メ
ー
ル

1
9

防
災
情
報
メ
ー
ル
の
利
用
促
進
（
安
否
確
認
機
能
の
追
加
、
登
録
推
進
、
丸
亀
市
防

災
情
報
メ
ー
ル
の
整
備
）

・防
災
情
報
メ
ー
ル
へ
の
安
否
確
認
機
能
の
追
加
、
登
録
推
進

・丸
亀
市
防
災
情
報
メ
ー
ル
の
整
備
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
単
位
の
避
難
情
報
）

・
6
7

・
6
9

1
5

災
害
用
伝
言
サ
ー
ビ
ス

2
0

災
害
用
伝
言
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
促
進
（
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
）

・災
害
用
伝
言
サ
ー
ビ
ス
と
他
の
防
災
情
報
と
が
一
緒
に
な
っ
た
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

作
成

－

1
6

黄
色
い
ハ
ン
カ
チ

2
1

黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
に
よ
る
安
否
確
認

・黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
に
よ
る
外
か
ら
の
安
否
状
況
確
認

－

2
2

か
が
わ
防
災
Ｇ
ＩＳ
を
活
用
し
た
マ
イ
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
支
援
（自

治
会
単
位
で
の
作

成
、
避
難
経
路
や
危
険
情
報
の
確
認
）

・か
が
わ
防
災
Ｇ
ＩＳ

を
活
用
し
た
マ
イ
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
支
援
（
自
治
会
単
位
で
の

作
成
、
避
難
経
路
や
危
険
情
報
の
確
認
）

・
2
9
、
86
、
8
7

2
3

か
が
わ
防
災
G
IS
へ
の
印
刷
機
能
や
書
き
込
み
機
能
の
追
加

・か
が
わ
防
災
G
IS
へ
の
印
刷
機
能
や
書
き
込
み
機
能
の
追
加

－

2
4

防
災
士
等
と
連
携
し
た
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
、
地
域
防
災
力
向
上
の
仕
組
み
づ

く
り

・自
治
体
、
自
主
防
災
会
、
防
災
士
会
、
消
防
団
等
が
連
携
し
て
訓
練
す
る
制
度
づ
く

り ・子
供
を
中
心
と
し
た
防
災
教
育
・
訓
練
の
実
施

・
2
7
、
35
、
3
9

・
2
、
1
3、

2
4
、

1
5
9
、
16
0

2
5

防
災
関
係
機
関
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
連
携
し
た
防
災
教
育
・
訓
練
の
仕
組
み
づ
く
り

・自
主
防
災
組
織
等
へ
の
権
限
付
与

・大
雨
注
意
報
が
出
た
際
の
避
難
訓
練
・水

防
訓
練
、
避
難
所
運
営
訓
練
（
訓
練
の
位

置
付
け
で
実
際
に
実
施
し
て
み
る
）

・避
難
指
示
等
の
理
解
促
進
・
意
識
改
善

・
2
2
、
40

・
4
2
、
43

・
4
7

1
9

防
災
教
育
（
広
報
誌
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
）

2
6

広
報
誌
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
継
続
的
な
防
災
教
育
の
実
施

・受
け
手
の
負
担
が
少
な
い
情
報
提
供

・
1
5
5

2
0

地
域
防
災
文
化
の
維
持

2
7

地
域
防
災
文
化
の
継
承
に
よ
る
防
災
教
育
の
実
施

・講
話
、
冊
子
、
田
潮
神
社
の
石
碑
・
祭
り
等
の
防
災
教
育
へ
の
活
用
（
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
）

・
3
1
、
32
、
3
3
、

3
4
、
8
1、

1
7
7

2
1

災
害
時
要
配
慮
者
の
避
難
支
援
体
制

2
8

災
害
時
要
配
慮
者
の
避
難
支
援
体
制
の
整
備

・要
配
慮
者
と
支
援
者
の
関
係
性
構
築
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
宅
等
へ
の
定
期
訪
問

・
3
0
、
15
1
、

1
5
2
、
17
2

2
9

自
主
防
災
組
織
の
横
の
連
携
を
強
化

・既
存
の
協
議
会
へ
の
参
加
、
合
同
防
災
訓
練
等
の
実
施

・
3
8
、
90
、
9
1

3
0

自
主
防
災
組
織
を
活
性
化
す
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り

・既
存
の
手
引
き
（県

・
川
西
地
区
）
の
利
用
促
進
、
担
当
職
員
配
置
に
よ
る
支
援
、
表

彰
制
度

・高
校
生
や
大
学
生
に
よ
る
防
災
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
、
企
業
の
参
画

・
2
5
、
26

・
2
8
、
82
、
8
3
、

8
4
、
1
43
、
1
4
6

3
1

関
係
機
関
と
合
同
で
の
災
害
時
対
応
訓
練
の
実
施
（
協
定
締
結
自
治
体
等
と
の
連
携

強
化
）

・関
係
機
関
と
合
同
で
の
災
害
時
対
応
訓
練
の
実
施
（
協
定
締
結
自
治
体
等
と
の
連

携
強
化
）

－

3
2

防
災
関
係
機
関
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
連
携
し
た
情
報
共
有
の
仕
組
み
づ
く
り

・行
政
関
係
者
の
情
報
の
一
本
化

・行
政
関
係
者
と
住
民
が
一
体
と
な
っ
た
避
難
経
路
の
協
議

・連
絡
体
制
の
確
立
、
自
衛
隊
と
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
整
備
（
丸
亀
市
）

・関
係
機
関
の
防
災
資
器
材
の
保
有
状
況
共
有
の
仕
組
み
づ
く
り

・
2
0

・
3
7

・
5
5

・
4
1

3
3

民
間
企
業
と
の
災
害
時
応
援
協
定
の
強
化
（
物
資
・
食
料
等
）

・災
害
時
応
援
協
定
の
強
化
、
協
定
締
結
企
業
と
の
連
携
強
化

・
3
6

2
4

避
難
行
動
の
支
援

3
4

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
単
位
の
避
難
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

・具
体
的
な
避
難
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、
避
難
訓
練
に
よ
る
活
用

・
1
2
、
44
、
8
6

2
5

避
難
者
等
へ
の
支
援
（
避
難
所
運
営
、
連
携
企
業
・
施
設
）

3
5

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
単
位
の
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

・具
体
的
な
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、
市
の
避
難
所
対
応
訓
練
の
実
施

・
3
6

2
6

国
・
県
に
よ
る
緊
急
活
動
支
援

3
6

大
規
模
水
害
を
想
定
し
た
国
・
県
・
市
の
合
同
訓
練
の
実
施
、
連
携
体
制
の
強
化

・緊
急
活
動
に
関
す
る
、
大
規
模
水
害
を
想
定
し
た
国
・
県
・
市
の
合
同
訓
練
の
実
施
、

連
携
体
制
の
強
化

・
4
1

3
7

災
害
時
要
支
援
者
へ
の
防
災
機
器
の
充
実
（
聴
覚
障
害
者
等
へ
の
対
応
）

・聴
覚
障
害
者
等
に
対
応
し
た
防
災
機
器
の
充
実
（
通
信
機
設
置
等
）

・
5
4
、
68

3
8

水
文
観
測
・
統
計
解
析
（
雨
量
確
率
図
の
作
成
）

・モ
デ
ル
地
区
で
の
実
績
雨
量
を
基
に
し
た
雨
量
確
率
の
分
布
図
作
成

・
5
7

3
9

土
器
川
C
C
T
V
映
像
の
N
H
K
デ
ー
タ
放
送
で
の
配
信

・国
・
県
と
N
H
K
と
の
協
定
に
よ
る
デ
ー
タ
放
送
で
の
C
C
T
V
映
像
配
信

・
1
0
7

2
8

備
蓄
品
、
水
防
機
材
の
整
備

4
0

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
単
位
で
の
備
蓄
品
、
水
防
機
材
等
の
整
備

・コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
単
位
で
の
備
蓄
品
、
水
防
機
材
等
の
整
備
（食

料
、
簡
易
ト
イ
レ
、
毛

布
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、
救
命
ボ
ー
ト
等
）

・
5
9
、
60
、
6
1
、

1
0
1

4
1

排
水
ポ
ン
プ
車
の
釜
場
の
確
保

・排
水
ポ
ン
プ
車
の
釜
場
の
確
保

・
5
1

4
2

雨
水
ポ
ン
プ
場
の
停
電
対
策
、
燃
料
確
保
（雨

水
ポ
ン
プ
場
の
改
築
）

・雨
水
ポ
ン
プ
場
の
改
築
に
合
わ
せ
て
停
電
対
策
等
を
実
施

・
5
3
、
9
8

4
3

河
川
整
備
（
川
幅
、
堤
防
断
面
の
拡
幅
）

・河
川
整
備
（
川
幅
、
堤
防
断
面
の
拡
幅
）

・
9
3
、
94
、
9
7
、

1
0
0

4
4

堤
防
強
化
（
超
過
洪
水
対
策
）

・堤
防
強
化
（
超
過
洪
水
対
策
）

・
1
6
6

3
1

道
路
整
備

4
5

避
難
ル
ー
ト
の
確
保
（
道
路
嵩
上
げ
、
歩
道
用
防
護
柵
等
）

・危
険
区
域
を
絞
っ
た
優
先
す
べ
き
避
難
路
の
確
保
（
市
道
土
器
線
と
県
道
高
松
善
通

寺
線
の
一
部
区
間
嵩
上
げ
）

・
4
9
、
16
8
、
1
6
9

3
2

宅
地
整
備

4
6

防
災
モ
デ
ル
宅
地
整
備
へ
の
補
助

・防
災
モ
デ
ル
宅
地
整
備
へ
の
補
助

・
1
0
6

3
3

流
域
対
策

4
7

総
合
治
水
計
画
に
よ
る
減
災
対
策

・総
合
治
水
計
画
に
よ
る
減
災
対
策

・
1
7
0

3
4

土
砂
災
害
対
策

4
8

急
傾
斜
地
崩
落
防
止
施
設
の
設
置
（
擁
壁
工
、
排
水
工
、
法
面
工
等
）

・青
野
山
周
辺
の
急
傾
斜
地
崩
落
防
止
施
設
の
設
置
（
擁
壁
工
、
排
水
工
、
法
面
工

等
）

－

ソ
フ
ト
整
備

3
5

自
助
・
共
助
（
避
難
の
支
援
）

4
9

住
民
の
避
難
準
備
・
行
動
ア
ク
シ
ョ
ン
カ
ー
ド
づ
く
り

・住
民
が
災
害
時
に
い
つ
、
な
に
を
し
た
ら
よ
い
か
の
行
動
を
示
し
た
ア
ク
シ
ョ
ン
カ
ー
ド

づ
く
り

・
1
7
8

5
0

応
急
対
策
の
準
備
・
充
実
（
仮
設
住
宅
の
早
期
運
用
、
ガ
レ
キ
集
積
場
予
定
地
の
確

保
等
）

・仮
設
住
宅
の
早
期
運
用
、
臨
時
避
難
場
所
の
設
置
運
用
、
ガ
レ
キ
集
積
場
予
定
地

の
確
保

・
4
6
、
65

5
1

救
命
ヘ
リ
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
整
備

・防
災
公
園
の
整
備
（
丸
亀
市
総
合
運
動
公
園
）

・
4
8
、
61
、
9
9

ソ
フ
ト
整
備

3
7

自
助
・
共
助
（
被
災
者
の
支
援
）

5
2

被
災
者
支
援
制
度
の
充
実

・被
災
者
支
援
制
度
の
充
実

・
5
8

河
川
整
備

2
2

2
3

関
係
機
関
と
の
連
携

（
災
害
時
応
援
協
定
、
合
同
訓
練
等
）

2
9

施
設
整
備

2
7

3
0

自
主
防
災
組
織
の
活
性
化

3
6

緊
急
活
動

「
第

１
回

検
討

部
会

」
“
水

害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
”
の

た
め
の

ア
イ
デ
ア
意

見
の

細
分

化
（
5
2
個

の
対

策
案

）

検
討

テ
ー
マ

情
報

災
害
へ
の
備
え

（
事
前
対
策
）

事
前
情
報

発
災
直
後

（
応
急
対
策
）

緊
急
時
情
報

（
危
険
情
報
）

避
難
情
報

・
安
否
情
報

情
報
提
供
手
段
の
多
様
化

（
か
が
わ
防
災
W
e
bポ

ー
タ
ル
、
防
災
情
報
メ
ー
ル
等
）

災
害
情
報
の
整
備

1 2 8 1
7

避
難
の
目
安

一
時
避
難
場
所
・
広
域
避
難

連
携

災
害
へ
の
備
え

（
事
前
対
策
）

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
性
化

地
域
連
携

体
制
の
強
化

発
災
直
後

（
応
急
対
策
）

地
域
連
携

体
制
の
強
化

マ
イ
防
災
マ
ッ
プ

1
8

防
災
教
育
、
避
難
訓
練
（
地
域
連
携
に
よ
る
仕
組
み
づ
く
り
）

ハ
ー
ド
整
備

そ
の
他

（
実
効
）

災
害
へ
の
備
え

（
事
前
対
策
）

ハ
ー
ド
整
備

発
災
直
後

（
応
急
対
策
）
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危
機

中
讃

観
測

防
災

危
機

危
機

秘
書

職
員

消
防

建
設

都
市

上
水

下
水

水
道

産
業

農
林

福
祉

高
齢

子
育

幼
保

行
政

市
民

市
民

総
務

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

18
1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

◎
○

△

1
内
水
セ
ン
サ
ー
・
カ
メ
ラ
の
設
置

△
△

◎
◎

○
○

△
○

△
○

○
◎

△
◎

◎
○

△
○

○
○

△
○

△
○

5
1
1

8
45

3
4

2
土
器
川
水
位
・危

険
情
報
表
示
板
の
設
置

○
○

◎
◎

△
◎

○
○

△
○

○
◎

◎
◎

◎
○

△
◎

△
○

◎
○

○
◎

1
0

1
0

4
54

5

3
丸
亀
橋
観
測
所
の
テ
レ
メ
ー
タ
化
、
危
険
水
位
設
定

○
○

◎
◎

△
◎

◎
△

△
○

○
○

○
◎

◎
○

△
○

△
◎

○
○

○
○

7
1
2

5
50

1
2

4
一
時
避
難
場
所
（
3階

建
て
以
上
）
の
設
定

○
○

◎
◎

◎
○

◎
○

◎
○

△
◎

○
○

◎
◎

○
◎

◎
◎

◎
◎

◎
△

1
4

8
2

60
1

5
避
難
所
併
用
の
防
災
セ
ン
タ
ー
の
建
設

△
△

△
△

△
△

△
△

△
△

△
△

○
△

○
△

△
○

△
△

△
△

△
△

0
3

2
1

27
5
1

6
災
害
の
外
力
規
模
に
応
じ
た
避
難
場
所
の
設
定
（
広
域
避
難
）

△
△

○
○

○
△

◎
○

◎
○

△
○

○
△

○
◎

○
○

○
○

○
○

○
△

3
1
5

6
45

3
4

7
か
が
わ
防
災
Ｇ
ＩＳ
の
防
災
施
設
情
報
の
充
実

△
△

◎
◎

△
◎

△
○

○
○

○
△

○
○

○
◎

△
○

△
○

◎
○

○
○

5
1
2

7
46

3
1

8
避
難
所
誘
導
や
危
険
情
報
の
標
識
の
設
置

○
○

◎
◎

◎
○

◎
◎

○
○

○
◎

○
○

○
○

△
◎

○
◎

◎
◎

◎
◎

1
2

1
1

1
59

2

9
浸
水
対
策
に
関
す
る
情
報
提
供
等
の
条
例
を
制
定

△
△

○
○

○
△

△
△

△
△

△
○

○
△

△
△

△
○

△
○

○
◎

△
△

1
8

1
5

34
4
7

1
0

き
め
細
や
か
な
防
災
情
報
の
提
供
、
防
災
意
識
の
向
上
（広

報
誌
、
防
災
イ
ベ
ン
ト

等
）

◎
◎

◎
◎

○
◎

○
◎

○
△

○
◎

○
○

◎
◎

△
◎

◎
○

○
○

○
○

1
1

1
1

2
57

3

1
1

高
所
監
視
カ
メ
ラ
の
整
備
（
国
・
県
・
市
の
情
報
共
有
、
土
器
川
出
張
所
へ
の
設
置
）

△
△

△
○

○
◎

○
△

△
○

○
◎

○
◎

○
○

△
○

○
◎

○
◎

○
○

5
1
3

6
47

2
5

1
2

か
が
わ
防
災
W
e
b
ポ
ー
タ
ル
等
の
周
知
、
利
用
促
進
（
避
難
所
で
の
活
用
）

◎
◎

○
◎

◎
◎

△
○

△
○

△
○

○
○

○
◎

△
○

△
△

○
○

○
△

6
1
1

7
47

2
5

1
3

ア
ナ
ロ
グ
な
手
法
（
旗
、
サ
イ
レ
ン
、
人
海
戦
術
等
）に

よ
る
情
報
提
供
手
段
の
導
入

○
○

○
○

◎
○

△
◎

◎
○

○
○

○
△

△
◎

△
◎

○
△

○
○

△
○

5
1
3

6
47

2
5

1
4

防
災
ラ
ジ
オ
の
戸
別
配
布
（
費
用
一
部
負
担
）

△
△

◎
○

○
○

△
◎

○
△

△
○

○
◎

△
○

△
○

○
△

△
◎

△
△

4
9

1
1

41
3
9

1
5

地
域
協
力
に
よ
る
情
報
収
集
・発

信
（コ

ン
ビ
ニ
や
タ
ク
シ
ー
会
社
等
と
の
協
力
）

△
△

○
○

◎
△

◎
◎

○
○

○
○

○
△

○
◎

△
○

○
△

○
○

◎
○

5
1
3

6
47

2
5

1
6

か
が
わ
減
災
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
周
知
、
利
用
促
進

◎
◎

◎
◎

○
○

○
△

△
○

○
○

○
△

○
◎

△
◎

△
△

○
△

○
○

6
1
1

7
47

2
5

1
7

デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
の
拡
充
（
屋
外
子
局
へ
の
カ
メ
ラ
設
置
、
戸
別
無
線
機
の

増
設
）

△
△

○
◎

○
○

△
○

△
○

○
○

△
△

◎
△

△
○

○
△

○
◎

○
○

3
1
2

9
42

3
8

1
8

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
避
難
情
報
・安

否
情
報
の
確
認
（
避
難
所
情
報
を
発
信
、
避
難
所

で
確
認
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
）

○
○

○
◎

○
△

◎
◎

○
△

○
○

○
△

◎
○

△
○

○
○

○
△

○
○

4
1
5

5
47

2
5

1
9

防
災
情
報
メ
ー
ル
の
利
用
促
進
（
安
否
確
認
機
能
の
追
加
、
登
録
推
進
、
丸
亀
市
防

災
情
報
メ
ー
ル
の
整
備
）

△
△

◎
◎

○
○

○
◎

○
△

○
○

○
○

◎
○

△
○

○
○

○
△

◎
○

5
1
4

5
48

2
0

2
0

災
害
用
伝
言
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
促
進
（
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
）

○
○

○
◎

○
○

○
◎

△
○

○
○

○
△

○
◎

△
○

○
△

○
△

○
○

3
1
6

5
46

3
1

2
1

黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
に
よ
る
安
否
確
認

○
○

○
○

○
○

△
△

△
○

△
○

○
△

△
○

△
△

△
△

○
○

△
△

0
1
2

1
2

36
4
5

2
2

か
が
わ
防
災
Ｇ
ＩＳ
を
活
用
し
た
マ
イ
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
支
援
（
自
治
会
単
位
で
の

作
成
、
避
難
経
路
や
危
険
情
報
の
確
認
）

○
◎

◎
◎

○
△

△
◎

○
○

◎
○

○
△

○
○

△
○

○
○

△
○

△
◎

6
1
2

6
48

2
0

2
3

か
が
わ
防
災
G
IS
へ
の
印
刷
機
能
や
書
き
込
み
機
能
の
追
加

△
△

○
△

○
○

△
△

△
○

○
○

○
△

○
○

△
○

△
○

△
○

○
○

0
1
4

1
0

38
4
3

2
4

防
災
士
等
と
連
携
し
た
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
、
地
域
防
災
力
向
上
の
仕
組
み

づ
く
り

○
○

◎
◎

○
○

○
◎

○
○

○
◎

○
○

◎
○

△
◎

○
△

◎
○

○
○

7
1
5

2
53

6

2
5

防
災
関
係
機
関
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
連
携
し
た
防
災
教
育
・
訓
練
の
仕
組
み
づ
く

り
○

○
◎

◎
○

○
○

◎
○

○
○

◎
○

○
◎

○
△

◎
○

◎
○

○
○

◎
8

1
5

1
55

4

2
6

広
報
誌
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
継
続
的
な
防
災
教
育
の
実
施

○
○

○
◎

○
○

△
◎

○
○

○
◎

○
○

○
○

△
◎

○
○

○
○

○
○

4
1
8

2
50

1
2

2
7

地
域
防
災
文
化
の
継
承
に
よ
る
防
災
教
育
の
実
施

○
○

○
○

○
○

○
◎

○
○

○
○

○
△

○
○

△
◎

○
○

○
○

○
○

2
2
0

2
48

2
0

2
8

災
害
時
要
配
慮
者
の
避
難
支
援
体
制
の
整
備

○
○

◎
◎

○
△

○
◎

◎
◎

○
○

○
△

○
○

○
○

○
△

◎
○

○
◎

7
1
4

3
52

9

2
9

自
主
防
災
組
織
の
横
の
連
携
を
強
化

○
○

○
◎

○
○

○
◎

○
○

○
○

○
○

○
○

△
◎

△
○

○
○

○
◎

4
1
8

2
50

1
2

3
0

自
主
防
災
組
織
を
活
性
化
す
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り

○
○

◎
◎

○
◎

○
◎

○
△

○
○

○
△

○
○

△
◎

△
○

○
◎

○
○

6
1
4

4
50

1
2

3
1

関
係
機
関
と
合
同
で
の
災
害
時
対
応
訓
練
の
実
施
（
協
定
締
結
自
治
体
等
と
の
連

携
強
化
）

○
○

◎
◎

○
○

○
○

○
○

○
◎

○
○

◎
○

△
◎

○
◎

○
◎

△
○

7
1
5

2
53

6

3
2

防
災
関
係
機
関
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
連
携
し
た
情
報
共
有
の
仕
組
み
づ
く
り

○
○

◎
◎

○
△

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

△
◎

△
◎

○
◎

○
◎

6
1
5

3
51

1
0

3
3

民
間
企
業
と
の
災
害
時
応
援
協
定
の
強
化
（物

資
・
食
料
等
）

○
○

○
○

◎
△

○
○

○
◎

○
○

○
○

◎
○

△
○

◎
△

◎
○

○
○

5
1
6

3
50

1
2

3
4

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
単
位
の
避
難
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

○
○

◎
◎

○
○

△
○

△
○

◎
◎

○
△

○
○

△
○

○
◎

○
○

△
◎

6
1
3

5
49

1
7

3
5

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
単
位
の
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

△
△

◎
◎

○
◎

△
○

△
○

◎
◎

○
△

○
○

△
○

○
◎

○
○

△
◎

7
1
0

7
48

2
0

3
6

大
規
模
水
害
を
想
定
し
た
緊
急
活
動
の
合
同
訓
練
の
実
施
、
連
携
体
制
の
強
化

△
△

◎
◎

○
○

◎
○

○
○

○
○

○
△

◎
○

△
○

○
○

○
○

○
◎

5
1
5

4
49

1
7

3
7

災
害
時
要
支
援
者
へ
の
防
災
機
器
の
充
実
（聴

覚
障
害
者
等
へ
の
対
応
）

○
○

◎
◎

○
○

○
○

○
○

○
◎

○
△

○
○

△
◎

○
○

◎
○

○
○

5
1
7

2
51

1
0

3
8

水
文
観
測
・
統
計
解
析
（
雨
量
確
率
図
の
作
成
）

△
△

△
△

○
◎

△
△

△
△

△
○

○
△

○
○

△
○

△
○

△
○

△
△

1
8

1
5

34
4
7

3
9

土
器
川
C
C
T
V
映
像
の
N
H
K
デ
ー
タ
放
送
で
の
配
信

○
○

○
△

○
○

△
△

△
△

△
○

○
△

○
△

△
○

○
△

△
△

○
△

0
1
1

1
3

35
4
6

4
0

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
単
位
で
の
備
蓄
品
、
水
防
機
材
等
の
整
備

○
○

○
△

○
○

◎
◎

○
○

○
○

○
○

◎
○

△
○

◎
○

◎
◎

◎
○

7
1
5

2
53

6

4
1

排
水
ポ
ン
プ
車
の
釜
場
の
確
保

○
○

◎
◎

△
○

◎
△

△
○

△
△

○
○

○
○

△
○

△
○

○
◎

◎
△

5
1
1

8
45

3
4

4
2

雨
水
ポ
ン
プ
場
の
停
電
対
策
、
燃
料
確
保
（雨

水
ポ
ン
プ
場
の
改
築
）

△
△

◎
◎

○
◎

○
△

△
◎

○
○

○
○

○
○

△
○

○
○

○
◎

○
○

5
1
4

5
48

2
0

4
3

河
川
整
備
（
川
幅
、
堤
防
断
面
の
拡
幅
）

○
○

○
○

△
◎

△
△

△
◎

◎
○

◎
○

◎
△

△
○

△
△

○
△

△
◎

6
8

1
0

44
3
7

4
4

堤
防
強
化
（
超
過
洪
水
対
策
と
し
て
）

○
○

○
○

△
○

△
△

△
◎

◎
◎

◎
◎

◎
△

△
○

△
○

○
△

△
◎

7
8

9
46

3
1

4
5

避
難
ル
ー
ト
の
確
保
（道

路
嵩
上
げ
、
歩
道
用
防
護
柵
等
）

△
△

◎
◎

△
△

○
△

△
○

○
○

○
○

○
△

△
○

○
○

◎
△

△
○

3
1
1

1
0

41
3
9

4
6

防
災
モ
デ
ル
宅
地
整
備
へ
の
補
助

△
△

△
△

△
○

△
△

△
△

△
△

○
△

△
△

△
△

△
△

○
△

△
△

0
3

2
1

27
5
1

4
7

総
合
治
水
計
画
に
よ
る
減
災
対
策

△
△

△
△

△
△

△
△

△
△

○
○

○
△

○
○

△
△

△
△

○
△

△
○

0
7

1
7

31
4
9

4
8

急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
施
設
の
設
置
（
擁
壁
工
、
排
水
工
、
法
面
工
等
）

△
△

◎
△

△
○

△
△

△
○

○
○

◎
○

◎
△

△
△

△
○

○
○

△
○

3
9

1
2

39
4
1

ソ
フ
ト
整
備

4
9

住
民
の
避
難
準
備
・
行
動
ア
ク
シ
ョ
ン
カ
ー
ド
づ
く
り

○
○

○
◎

○
○

◎
○

○
○

◎
○

○
△

○
○

△
○

△
○

○
○

○
◎

4
1
7

3
49

1
7

5
0

応
急
対
策
の
準
備
・
充
実
（
仮
設
住
宅
の
早
期
運
用
、
ガ
レ
キ
集
積
場
予
定
地
の
確

保
等
）

○
○

○
○

○
○

△
△

△
○

○
△

○
△

◎
△

△
△

○
○

○
△

△
○

1
1
3

1
0

39
4
1

5
1

救
命
ヘ
リ
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
整
備

△
△

△
△

△
◎

△
△

△
○

△
△

△
△

○
○

△
△

△
△

○
△

△
△

1
4

1
9

30
5
0

ソ
フ
ト
整
備

5
2

被
災
者
支
援
制
度
の
充
実

△
△

○
○

△
○

△
△

△
○

△
△

○
○

◎
○

△
○

◎
△

○
○

△
△

2
1
0

1
2

38
4
3

　
※

対
策
優

先
度
　
　
　
　
◎

（３
点

）：
早

急
に
着

手
す
べ

き
対
策

　
　
　
○

（
２
点

）：
な
る
べ

く
早

期
に
着

手
す
べ

き
対
策

　
　
　
△

（
１
点

）：
将
来

的
に
着

手
す
べ

き
対
策

：　
対

策
優

先
順
位

上
位
１
０
位

の
対

策

ハ
ー
ド
整
備

地
域
連
携

体
制
の
強
化

対
策
優

先
度

※

集
計

評 価 点
“水

害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
”
の
た
め
の

対
策

名

事
前
情
報

緊
急
時
情
報

（
危
険
情
報
）

避
難
情
報

・
安
否
情
報

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
性
化

ハ
ー
ド
整
備

順 位 （ 総 合 ）

第
2
回

　
水

害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
検

討
部

会
　
　
事

前
ア
ン
ケ
ー
ト
　
対

策
案

（
5
2
個

）
の

対
策

優
先

度
集

計
表

検
討

テ
ー
マ

そ
の
他

（実
効
）

災
害
へ
の
備
え

（
事
前
対
策
）

発
災
直
後

（
応
急
対
策
）

丸
亀
市

香
川
県

高
松

地
方

気
象
台

情
報

災
害
へ
の
備
え

（
事
前
対
策
）

発
災
直
後

（
応
急
対
策
）

連
携

災
害
へ
の
備
え

（
事
前
対
策
）

発
災
直
後

（
応
急
対
策
）

対
策

番
号

24



香川河川国道事務所

想定される役割 関連 想定される役割 関連 想定される役割 関連 想定される役割 関連 想定される役割 関連 想定される役割 関連 想定される役割 関連 想定される役割 関連 想定される役割 関連 想定される役割 関連 想定される役割

1 内水センサー・カメラの設置 ○ 情報管理 × 施設整備

2 土器川水位・危険情報表示板の設置 施設整備、情報管理 ○ 施設整備、情報管理 × 施設整備、情報管理

3 丸亀橋観測所のテレメータ化、危険水位設定 施設整備、情報管理

4 一時避難場所（3階建て以上）の設定 ○ 場所指定 ○ 作成支援

5 避難所併用の防災センターの建設 ○ 施設整備 ○ 施設整備 × 施設整備

6 災害の外力規模に応じた避難場所の設定（広域避難） ○ 場所指定 ○ 施設整備 × 場所指定

7 かがわ防災ＧＩＳの防災施設情報の充実 ○ システム改修

8 避難所誘導や危険情報の標識の設置 ○ 施設整備 ○ 施設整備

9 浸水対策に関する情報提供等の条例を制定 × 施設整備

10
きめ細やかな防災情報の提供、防災意識の向上（広報誌、防災イベント
等）

○ 啓発活動 ○ 啓発活動 ○ 啓発活動 ○ 情報提供 ○ 啓発活動

11 高所監視カメラの整備（国・県・市の情報共有、土器川出張所への設置） 施設整備、情報管理 × 情報管理 ○ 施設整備、情報管理

12 かがわ防災Webポータル等の周知、利用促進（避難所での活用） ○ システム運用、広報活動 ○ 情報管理 × 情報管理 ○ 情報管理 ○ 情報管理 情報管理

13
アナログな手法（旗、サイレン、人海戦術等）による情報提供手段の導
入

○ システム整備、情報管理 × 情報管理 × 情報管理 × 情報管理 ○ 情報管理

14 防災ラジオの戸別配布（費用一部負担） ○ システム整備、情報管理 × 情報管理 × 情報管理 ○ 情報管理 情報管理

15 地域協力による情報収集・発信（コンビニやタクシー会社等との協力） 制度整備、情報管理 × 制度整備、情報管理 ○ 情報管理 × 制度整備 × 情報管理 × 情報管理 × 情報管理 情報管理

16 かがわ減災プロジェクトの周知、利用促進 ○ 広報活動 ○ 広報活動、情報管理 × 情報管理 × 情報管理 ○ 広報活動、情報管理 情報管理

17
デジタル防災行政無線の拡充（屋外子局へのカメラ設置、戸別無線機
の増設）

○ 施設整備、情報管理

18
ＳＮＳを活用した避難情報・安否情報の確認（避難所情報を発信、避難
所で確認できるシステムの構築）

○
システム整備
広報活動、情報管理

× 情報管理 ○ 情報管理 × 広報活動、情報管理 情報管理

19 防災情報メールの利用促進（安否確認機能の追加、登録推進、丸亀市
防災情報メールの整備）

○ システム運用、広報活動 ○
システム整備
広報活動、情報管理

× 情報管理 ○ 情報管理 × 広報活動、情報管理 情報管理

20 災害用伝言サービスの利用促進（防災マニュアルの作成） ○ 広報活動 ○ 広報活動

21 黄色いハンカチによる安否確認 ○
制度整備
広報活動

○ 広報活動

22
かがわ防災ＧＩＳを活用したマイ防災マップの作成支援（自治会単位での
作成、避難経路や危険情報の確認）

○ 作成支援 ○ 作成支援 ○ 作成支援 ○ 作成支援 ○ 作成支援 × 作成支援 作成支援

23 かがわ防災GISへの印刷機能や書き込み機能の追加 ○ システム改修

24
防災士等と連携した地域防災リーダー育成、地域防災力向上の仕組み
づくり

○ 仕組みづくり × 仕組みづくり × 仕組みづくり ○ 仕組みづくり ○ 仕組みづくり × 仕組みづくり 仕組みづくり

25
防災関係機関と地域コミュニティが連携した防災教育・訓練の仕組みづ
くり

○
仕組みづくり
訓練

○
仕組みづくり
訓練

○ 訓練 ×
仕組みづくり
訓練

○
仕組みづくり
訓練

○ 訓練 ○
仕組みづくり
訓練

○
仕組みづくり
訓練

仕組みづくり
訓練

26 広報誌やＳＮＳを活用した継続的な防災教育の実施 ○ 教育 × 教育 ○ 教育 × 教育 教育

27 地域防災文化の継承による防災教育の実施 ○ 教育 × 教育 教育 ○ 教育 ○ 教育 教育

28 災害時要配慮者の避難支援体制の整備 ○ 体制整備 ○ 体制整備 ○ 体制整備 × 体制整備 ○ 体制整備

29 自主防災組織の横の連携を強化 ○ 連携強化対策 ○ 連携強化対策 × 連携強化対策 ○ 連携強化対策 ○ 連携強化対策 × 連携強化対策 連携強化対策

30 自主防災組織を活性化するための仕組みづくり ○ 仕組みづくり ○ 仕組みづくり × 仕組みづくり ○ 仕組みづくり ○ 仕組みづくり × 仕組みづくり 仕組みづくり

31
関係機関と合同での災害時対応訓練の実施（協定締結自治体等との連
携強化）

広域的応援計画
合同訓練

○
広域的応援計画
合同訓練

○
広域的応援計画
合同訓練

○ 合同訓練 ○ 合同訓練 ○
広域的応援計画
合同訓練

○ 合同訓練 ○ 合同訓練 合同訓練 ○ 合同訓練
広域的応援計画
合同訓練

32 防災関係機関と地域コミュニティが連携した情報共有の仕組みづくり 仕組みづくり ○ 仕組みづくり ○ 仕組みづくり ○ 仕組みづくり ○ 仕組みづくり ○ 仕組みづくり ○ 仕組みづくり × 仕組みづくり 仕組みづくり

33 民間企業との災害時応援協定の強化（物資・食料等） ○ 救援物資 ○ 給水車の配置 × 救援物資 ○ 救援物資

34 コミュニティ単位の避難行動マニュアルの作成 ○ マニュアル作成 × マニュアル作成 × マニュアル作成 ○ マニュアル作成 ○ マニュアル作成 ○ マニュアル作成 ○ マニュアル作成 × マニュアル作成 マニュアル作成

35 コミュニティ単位の避難所運営マニュアルの作成 ○ マニュアル作成 × マニュアル作成 × マニュアル作成 ○ マニュアル作成 ○ マニュアル作成 ○ マニュアル作成 ○ マニュアル作成 × マニュアル作成 マニュアル作成

36 大規模水害を想定した緊急活動の合同訓練の実施、連携体制の強化 合同訓練 ○ 合同訓練 ○ 合同訓練 ○ 合同訓練 ○ 合同訓練 ○ 合同訓練 ○ 合同訓練 ○ 合同訓練 ○ 合同訓練 × 合同訓練 ○ 合同訓練

37 災害時要支援者への防災機器の充実（聴覚障害者等への対応） ○ システム整備

38 水文観測・統計解析（雨量確率図の作成） 水文統計解析 × 水文統計解析

39 土器川CCTV映像のNHKデータ放送での配信 システム整備

40 コミュニティ単位での備蓄品、水防機材等の整備
水防機材整備（危機管理
課）

× 水防機材整備 ○ 備蓄品・水防機材整備

41 排水ポンプ車の釜場の確保 施設整備

42 雨水ポンプ場の停電対策、燃料確保（雨水ポンプ場の改築） ○ 施設整備

43 河川整備（川幅、堤防断面の拡幅） 河川整備

44 堤防強化（超過洪水対策として） 施設整備

45 避難ルートの確保（道路嵩上げ、歩道用防護柵等） × 施設整備 ○ 施設整備

46 防災モデル宅地整備への補助 × 施設整備

47 総合治水計画による減災対策 ○ 施設整備

48 急傾斜地崩壊防止施設の設置（擁壁工、排水工、法面工等） × 施設整備 ○ 施設整備

49 住民の避難準備・行動アクションカードづくり ○ カード作成 ○ カード作成 × カード作成 ○ カード作成 ○ カード作成 ○ マニュアル作成 × カード作成 × カード作成 カード作成

50
応急対策の準備・充実（仮設住宅の早期運用、ガレキ集積場予定地の
確保等）

○ 応急対策 ○
応急対策
応急給水

○ 応急対策 ○ 応急対策 ○ 応急対策 ○ 応急対策 ○ 応急対策 ○ 応急対策 応急対策

51 救命ヘリ、ヘリポートの整備 ○ 防災ヘリ運用 × 施設整備

52 被災者支援制度の充実 ○ 支援制度 ○ 給水条例により有料 ○ 支援制度 ○ 支援制度 ○ 支援制度 ○ 支援制度

　※赤字：想定される役割の追加・修正箇所

第2回　水害に強いまちづくり検討部会　　事前アンケート　対策案（52個）の行動主体整理表

検討テーマ 対策
番号 “水害に強いまちづくり”のための対策名

行動主体
（各部署が関わる対策に○を記入、また関わらない対策（記入済の対策）に×を記入してください。　また、可能であれば○をした対策の役割について記入をお願いします。）

香川県
丸亀市

市長公室
丸亀市

建設水道部

その他
（実効）

災害への備え
（事前対策）

発災直後
（応急対策）

丸亀市
消防本部

情報

災害への備え
（事前対策）

発災直後
（応急対策）

連携

災害への備え
（事前対策）

発災直後
（応急対策）

丸亀市
産業文化部

丸亀市
健康福祉部

丸亀市
こども未来部

丸亀市
総務部

丸亀市
生活環境部

丸亀市
教育部

25



【対策案に関する事前アンケート】対策優先度上位１０位

そ
の
他
（実
効
）

災
害
へ
の
備
え

（
事
前
対
策
）

ハ
ー
ド
整
備

（2）備蓄品、水防機材の整
備

6 40 コミュニティ単位での備蓄品、水防機材等の整備

対策項目 順位
対策
番号

“水害に強いまちづくり”のための対策名

情
報

災
害
へ
の
備
え
（事
前
対
策
）

事
前
情
報

（1）避難の目安 5 2 土器川水位・危険情報表示板の設置

（2）一時避難所・広域避難 1 4 一時避難所（3階建て以上）の設定

（4）避難所誘導や危険情報
の標識

2 8 避難所誘導や危険情報の標識の設置

（6）広報活動・情報提供 3 10 きめ細やかな防災情報の提供、防災意識の向上（広報誌、防災イ
ベント等）

連
携

災
害
へ
の
備
え
（事
前
対
策
）

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性
化

（2）防災教育、避難訓練（地
域連携による仕組みづくり）

6 24 防災士等と連携した地域防災リーダー育成、地域防災力向上の
仕組みづくり

4 25 防災関係機関と地域コミュニティが連携した防災教育・訓練の仕
組みづくり

地
域
連
携
体
制
の
強
化

（1）災害時要配慮者の避難
支援体制

9 28 災害時要配慮者の避難支援体制の整備

（3）関係機関との連携（災害
時応援協定、合同訓練等）

6 31 関係機関と合同での災害時対応訓練の実施（協定締結自治体等
との連携強化）

10 32 防災関係機関と地域コミュニティが連携した情報共有の仕組みづ
くり

事前アンケートにより対策優先度を評価し、
52個の対策案のうち上位10位を抽出 26

27

「第２回検討部会」ワークショップ概要

図面（水害に強いまちづくりマップ）を用いて、モデル地区における対
策案を確認・図化することで情報を共有した。

対策優先度上位10位の中から、 “効果が期待でき、優先的に着手
すべき対策”を重点対策として抽出した。

意見カードを用いて、重点対策の具体的な手順や役割について議論
した。

図面（水害に強いまちづくりマップ）を用いて、モデル地区における
対策案を確認・把握した。

【検討その①：透明シートで検討】

透明シートでの検討の様子

◆第２回部会ワークショップ検討のテーマ

全対策案のうち、アンケートでの対策優先度上位１０位の中から、各

テーブル毎に、“効果が期待でき、優先的に着手すべき対策”を
重点対策として抽出し、その理由を意見カードに記入した。（【情
報】から１対策、【連携、その他（実効）】から２対策）

【検討その②：意見カードで検討】

重点対策について、意見カードを用いて、 対策案を具体化（対策を実現するために、何をして、各部署がどう関わるべきか）し、
意見交換した。

【検討その③：意見カードで検討】

対策案を
確認・図示

意見カードを用いて
重点対策を抽出・具
体化し、キーワード
毎に整理した

意見カードの一例

重点対策について、

具体的な手順や役割を
意見カードに記入した

意見カードでの検討の様子



H26年度検討テーマ（H25年度検討より） “水害に強いまちづくり”のための重点対策名

テーマ１ 【情報】
住民目線での災害情報のあり方

２．土器川水位・危険情報表示板の設置

４．一時避難場所（3階建て以上）の設定

テーマ２ 【連携】
地域コミュニティの活性化と地域連携体制の強化

テーマ３ 【実効】
避難の実効性確保のためのハード・ソフト整備

２４．防災士等と連携した地域防災リーダー育成、地域防災力向上の
仕組みづくり

２５．防災関係機関と地域コミュニティが連携した防災教育・訓練の仕
組みづくり

２８．災害時要配慮者の避難支援体制の整備

３２．防災関係機関と地域コミュニティが連携した情報共有の仕組み
づくり

「第２回部会検討部会」意見集約結果

30

※ピンク色背景：複数のテーブルで選ばれた重点対策

テーブル１ テーブル２ テーブル３

テーマ１
【情報】

２．土器川水位・危険情報表示
板の設置

２．土器川水位・危険情報表示
板の設置

４．一時避難場所（3階建て以
上）の設定

テーマ２
【連携、その他（実効）】

２４．防災士等と連携した地域
防災リーダー育成、地域防
災力向上の仕組みづくり

２８．災害時要配慮者の避難
支援体制の整備

２４．防災士等と連携した地域
防災リーダー育成、地域防
災力向上の仕組みづくり

２５．防災関係機関と地域コ
ミュニティが連携した防災
教育・訓練の仕組みづくり

３２．防災関係機関と地域コ
ミュニティが連携した情報
共有の仕組みづくり

２５．防災関係機関と地域コミュ
ニティが連携した防災教育・
訓練の仕組みづくり

■各テーブルで抽出した重点対策 ： 対策優先度上位１０個中６個（重複含む）

■H26年度検討テーマと重点対策との対応

検討テーマ 重点対策 具体的な行動内容（準備・手順）

テーマ１
【情報】

住民目線での災
害情報のあり方

１）土器川水位・危険情報
表示板の設置

①下流での基準水位観測所（丸亀橋）の設定
②避難時間を確保するための水位予測手法の検討（土器川本川および支川）
③危険情報の表示方法の検討

■水位情報等の危険情報を自宅等で見られる仕組み（CCTVやＮＨＫデジタル放送での情報提供など）
■土器コミュニティセンターへの危険情報表示板の設置 ■宇多津ゴールドタワーのようにＬＥＤで色表示
■“かがわ防災ポータル”での情報提供（広報活動）

２）一時避難場所（３階建て
以上）の設定

①事前調査：３階建て以上の建物調査
②現地調査：住民意見の聞き取り調査、まち歩き
③一時避難場所の設定

■公共機関の建物はすべて設定（協力依頼） ■一時避難所に指定された施設への優遇措置（必要に応じて備
蓄、器具等の提供）

テーマ２
【連携】

地域コミュニティ
の活性化と地域
連携体制の強化

３）防災士等と連携した地
域防災リーダー育成、地
域防災力向上の仕組み
づくり

①地域防災リーダーの人選
■人材の発掘（出前講座等による意識啓発） ■警察、自衛隊、市職員、消防団等の防災に関わってきたＯＢや
防災エキスパート、水防専門家等の協力 ■地区単位での、現時点でリーダーに成り得る人材の把握

②地域防災リーダーの育成
■香川大学での防災士養成講座や四国防災・危機管理特別プログラムの受講 ■防災士や防災・危機管理マ
ネージャーの取得・活用の仕組みづくり（市認定による地域防災リーダー化）

③地域防災力向上の仕組みづくり
■防災士等の有資格者のリーダーによる仕組みづくりの協議 ■公募形式による地域での取り組みの支援事業
（防災教育講座を受講すると採択に有利など）

４）防災関係機関と地域コ
ミュニティが連携した防
災教育・訓練の仕組み
づくり

①防災担当の配置
■市職員でのまちづくり防災担当（地域コミュニティ担当）の配置 ■自治会毎の防災担当の配置 ■自主防災組
織会長を自治会長とは別に選任

②防災教育の実施
■出前講座等による防災教育 ■防災士、河川管理者、消防、教育機関等が連携した防災教育

③防災訓練の実施
■小学校との協働による防災訓練 ■土器川水防演習（H28年度に実施予定）への地域の参加

５）災害時要配慮者の避難
支援体制の整備

①災害時要配慮者リストの整備
■災害時要援護者名簿（避難行動要支援者名簿に移行）の有効活用 ■自治会に入っていない住民への対応
■地域毎での支援者（誰が誰を助けるのかの役割・担当）の設定

②地域連携による対応
■自主防災組織、自治会、民生委員、消防団、地域コミュニティ等での情報共有 ■地域コミュニティ内での連絡
網作成 ■地域コミュニティと企業との協力体制

６）防災関係機関と地域コ
ミュニティが連携した情
報共有の仕組みづくり

①事前事後情報の共有手段・内容の詳細設定
■情報共有の対象・項目の設定 ■情報共有手段（通信手段）の整備

②地域コミュニティの情報伝達体制づくり
■防災関係機関と地域コミュニティの間で連絡網を確保し、避難者を救援できる体制づくり

「第２回部会検討部会」意見集約結果 【重点対策一覧表】
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「第２回部会検討部会」意見集約結果 【テーマ１（情報）】

“水害に強いまちづくり”のた
めの対策名

２．土器川水位・危険情報表示板の設置 ４．一時避難場所（3階建て以上）の設定

優先度が高い理由 ・住民の避難判断の目安となるわかりやすい情報が必要
・堤内地からでも川の水位状況がわかり、切迫した状況が
市民に伝わるため
・避難の判断基準情報等を発信することによる防災意識
向上のため

・元々避難所が少なく、地域性と現状の対策整備を考えれ
ば効果が高い
・予算がかからない対策を優先

準備・手順 基準水位
・下流の基準観測所（丸亀橋）の設定

準備
・3階建て以上の建物の調査

水位の予測
・避難時間の確保のために水位の予測が必要

現地調査
・住民意見の聞き取り、まち歩き

情報の表示（提供）方法
・水位表示板をテレビ等で見られる仕組みが必要
・設置場所は土器コミュニティセンターが最適
・宇多津ゴールドタワーのようにLEDで色表示する

避難場所の設定

・公的機関の建物についてはすべて設定し（協力依頼）、
数が少ないときは、防災センター等として新たに建設する

・備蓄、減税、器具等の提供（避難場所に指定された施設
に対しての措置）

広報
・コミュニティ誌を使用した広報・防災意識の向上

体制・役割 【香川河川国道事務所】
・放送車（警報伝達）、NHKデジタル放送での情報提供

【丸亀市】
・防災マップの修正

【香川県危機管理課】
・かがわ防災Webポータルでの情報提供

【県土木】
・避難路、避難標識の整備

【自主防災組織】
・自主防災組織による住民避難の後押し

【香川大学】
・一時避難場所を住民へ周知する防災教育の支援

・市役所の体制が整っていないときの住民への連絡体制
の検討

【国交省】
・土器川本川の水位・被害情報の促進

【香川大学、国、県、市、住民】
・避難所の運営訓練（HIG） 30

「第２回部会検討部会」意見集約結果 【テーマ２（連携、その他（実効））】

“水害に強いまちづくり”のた
めの対策名

２４．防災士等と連携した地域防災リーダー育成、地域
防災力向上の仕組みづくり

２５．防災関係機関と地域コミュニティが連携した防災教
育・訓練の仕組みづくり

優先度が高い理由 ・地域防災力向上のためには、地域の中心となるリーダー
を育成することが必要
・育てたリーダーが地域へ防災の普及を行うことで、地域
全体の防災力向上につながる

・当該地域の防災意識が低く、コミュニティ活動が少ない（自
治会に温度差あり）
・防災の原単位である地域コミュニティが中心となった防災
訓練等が必要だと考える
・住民参加型の仕組みづくりを行うことにより、より身近に思
えて防災意識が高まる（訓練への参加が増える）

準備・手順 現状把握

・災害時の住民への情報連絡系統を把握（防災士、防
災リーダー、地域コミュニティ）

・「土器川コミュニティ」と「連合自治会」のトップが違う特
殊な地域

防災担当

・まちづくり防災担当の配置（市職員がコミュニティを担
当）
・自治会に防災担当を設ける（担当が1年で変わることが
課題）
・自治会長が自主防災組織会長を兼ねていることが問題

防災リーダーの選定
・コミュニティ役員への出前講座等の意識啓発（  人材
の発掘）

・警察や自衛隊、市職員等のＯＢで防災に関わってき
た住民の発掘

・各地区単位を決めて、現時点でのリーダーとなりうる
人材を把握する

防災教育
・防災教育には出前講座等も実施中
・防災士会、河川管理者、消防等が連携した防災教育

防災リーダーの育成
・大学で開講されている危機管理の公開講座の受講

・防災士受講の仕組みづくり（地域のリーダー化（市認
定））

防災訓練
・小学校と協働事業として防災訓練に取り組む
・水防演習がH28年度の予定（土器川） （  特定のテー
マで地域の参加）

地域防災力向上の仕組みづくり

・防災士等の資格を持ったリーダーによる仕組みづくり
を協議する

・地域での取り組みを支援する公募形式の事業支援
（市などで実施する防災教育を受講すると採択に有利
になるような仕組みづくり）
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「第２回部会検討部会」意見集約結果 【テーマ２（連携、その他（実効））】

“水害に強いまちづくり”のた
めの対策名

２８．災害時要配慮者の避難支援体制の整備
３２．防災関係機関と地域コミュニティが連携した情報共
有の仕組みづくり

優先度が高い理由 ・災害弱者への支援体制の整備は急務である（特に独居
老人への配慮）
・要支援者リストの地域住民に伝達する体制が必要（個人
情報保護法の壁）

・住民目線で情報を伝えるためには地域コミュニティから住
民に情報が伝わることが望ましい
・行政と地域住民との情報共有が必至であり、情報をいち早
く全戸に伝えることが大切だから
・地域コミュニティが住民の後押し、相談役となるための行政
とのホットライン

準備・手順 災害時要援護者リストの整備

・要援護者リストは整備されているが、災害時には有効
利用されていない
・自治会に入っていない住民への対応が難しい
・地区毎に誰が誰を助けるのか、担当を決めておく

避難経路の情報
・自治会単位での避難経路が必要

地域連携

・地元消防団と地域コミュニティが連携し、コミュニティ、
民生委員、自主防災組織、自治会で情報を共有
・地域コミュニティ内での連絡網の作成
・自治会と事業所との協力体制

共有する情報の詳細

・どのような情報を共有の対象とするか、項目を決める
（いつ避難すべきか）
・情報共有手段（通信方法）の整備

人材育成
・コミュニティ内でのリーダー育成

・コミュニティセンター職員に対する、その地域特性を含
んだ防災対応教育の実践

コミュニティの情報、体制

・コミュニティ組織が避難者へ救援することができる体制
づくりが必要
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台風の接近・上陸に伴う洪水を対象とした、土器川直轄河川管理区間沿川の丸亀市の避難勧告の発令等に着目したタイムライン（防災行動計画）の想定　＜災害警戒期＞

水象情報 気象情報 国

台風 災害
丸亀
市内

土器川
流域

洪水
（土器川）

内水氾濫 土砂災害 全体 市長公室 建設水道部 産業文化部 健康福祉部 こども未来部 総務部 生活環境部 教育部 消防本部 協力部（会計） 競艇事業部

-48h ○情報収集の実施

-36h ◇台風説明会の実施

-24h
○臨時庁議・部内会議等開催
の検討、調整

○競走の開催、営業の
判断決定

-23h ○災害用資材等の確認
-22h
-21h
-20h
-19h

-18h

-17h ○災害用資器材の点検

-16h
第一次配備体制 第一次

配備体制
○災害警戒本部の設置 ○危機管理課併任職員待機 ○通報受理及び処理 ○危機管理課併任職員

本部へ召集
○併任者の招集

○気象通報の伝達 ○気象通報の受領・伝達 ○国際交流協会への情報提
供

○兼任職員待機　1名 ○所管施設への連絡 ○来場者等への周知
（営業中の場合）

○水防団への注意喚起 ○広島への職員派遣 ○必要に応じ消防団の
自宅待機

-15h
累加雨量
70mm

-14h 水防団待機水位到達 【注意体制】 ○水防団指示 ○清水川水門操作待機 ○消防団幹部召集 ○途中中止の判断決定

祓川橋水位（2.7m) 水防警報（待機・準備） ○陸閘の操作

-13h
○水門、樋門、排水機場等
の操作

○河川等巡視(定期的に
実施）

○来場者の退場、避難
の準備（営業中の場合）

-12h
台風
接近

累加雨量
100mm

○排水ポンプ車・照明車の
運用管理

-11h

-10h

-9h ○水防班　１班待機 ○避難支援等関係機関
への連絡

-8h ○主要道路・河川の巡視

-7h ○雨量等気象情報確認

-6h ○避難所開設の準備 ○通報受理及び処理 ○小・中学校の情報収集

○避難の支援

-5h

第二次配備体制 第二次
配備体制

避難準備
情報
（床下浸水）

○水防本部の設置 ○市長公室各課長へ連絡
○本部事務局支援隊、消防本
部へ移動
○水防本部等からの応援要
請に対し必要な調整を行う

○技術隊の待機・活動
○上水道施設の監視強化

○部課長、部へ参集・待
機

○クリーンセンター施設
管理のため担当長以上
の職員施設で待機

○部課長等は各課に参
集・待機
○教育長に報告

○予め指定された職員
の招集

○必要により職員の登
庁等の指示

○人員の召集、待機 ○避難の準備
（要配慮者以外）

○気象通報の受領・伝達 ○本部長及び副本部長の秘
書、随行
○報道機関への情報提供
○国際交流協会への情報提
供
○職員出席状況及び他課へ
の応援可能職員を把握

○職員召集 ○兼任職員参集 ○コミュニティセンターへ
の連絡

○兼任職員参集 ○必要な情報等の収集

○休校の判断 ○課として把握した情報を秘
書広報課に伝える
○広報車による広報活動

○建設業協会等への待機要
請
○関係機関（上下水道組合、
㈱フソウ）への指示

○兼任職員から部長・総
務課長へ情報提供

○必要に応じ水防活動 ○秘書広報課調整のも
と他課への応援

-4h

土砂災害警戒情報
（丸亀市）

避難勧告
（土砂災害警戒
情報）

○気象通報の受領・伝達 ○被害状況の情報発信
○報道機関への情報提供
○広報車による広報活動

○危険箇所の調査・巡視
○土器雨水幹線巡回監視

○職員第2次召集及び
管内警戒広報活動

避難開始

○避難の支援 ○古子川樋門操作待機 ○飯山総合保健福祉セ
ンター開設

○避難所者の支援 ○必要に応じ水防活動

-3h 氾濫注意水位到達 【警戒体制】 ○気象通報の伝達 ○洪水予報の受領・伝達 ○雨量等気象情報確認

祓川橋水位（3.7m) 洪水予報（氾濫注意情報） ○避難の支援 ○被害箇所の応急措置 ○避難所者の支援

水防警報（出動） ○水防団指示 ○土器川水門操作待機 ○管内住民への情報提
供及び土嚢支援

○水防活動

○出水時点検（巡視） ○水防活動 ○応援班、現場指示係
の指示により出動

○CCTVによる監視強化 ○通行制限 ○管内広報活動継続

○防災エキスパート等の要請 ○通報受理及び処理

○ホットライン ○巡視・水防活動の状況報告

-2h 避難判断水位到達 洪水予報（氾濫警戒情報） ○気象通報の伝達 ○洪水予報の受領・伝達 ○雨量等気象情報確認 ○施設対応

祓川橋水位（4.3m) ○避難の支援 ○通報受理及び処理 ○避難所者の支援 ○救急救助活動 ○避難者対応、支援

○巡視、水防活動の状況報告 ○産砂ポンプ場・雨水幹線の
状況報告

○水防活動

避難指示
（氾濫危険水
位）

避難指示
（土器川の堤
防決壊を予測）

避難指示
（大雨特別警
報）

○災害対策機械の派遣 ○気象通報の伝達 ○気象通報、洪水予報の受領・伝
達

○水防本部等からの応援要
請に対する調整

○主要道路・河川の巡視 ○災害廃棄物収集のた
めの職員確保として、ク
リーン課全職員施設待
機

○必要により職員の登
庁等の指示

○大雨特別警報の住民への周知 ○課で把握した情報の秘書広
報課への伝達

○建設業協会等への出動要
請

○秘書広報課調整のも
と他課への応援

○未避難者の避難

○災害対策機械の派遣要請 ○職員の食料の確保 ○通報受理及び処理 ○正副議長への状況報
告

避難完了

0h

土器川の
堤防決壊

洪水予報（氾濫発生情報） ○洪水予報の受領・伝達 ○被害状況の情報発信
○報道機関への情報提供
○広報車による広報活動

○建設業協会等への出動指
示

○併任職員より各課長
に連絡、課長より職員に
連絡、各課で体制をとり
活動

○コミュニティセンターへ
の連絡

○全職員召集 ○全職員の招集 ○必要な情報等の収集○災害対策本部の設置 ○「災害対策本部設置」の連
絡
○課員への「出動の連絡」
○市長公室指揮所の設置
○情報の収集、市長公室各課
への周知
○他課との連絡・調整
○課員全員の招集
○職員現状把握及び他課へ
の応援可能職員の把握
○広報車による広報活動

○雨量等気象情報確認
○人員の追加召集及び職員
の応援・交代調整

○全職員招集

-1h

氾濫危険水位到達
祓川橋水位（4.6m)

【非常体制】
洪水予報（氾濫危険情報）
水防警報（情報）

第三次配備体制

○災害対策本部の
設置

○情報収集・連絡体制の確
保

○報道機関との協力体制
の確認、広報活動

○河川に係わる出水時の
情報伝達

要配慮者避難
開始

○飯山総合保健福祉セ
ンターへの連絡（準備）
○福祉避難所へ連絡

○幼稚園・保育所の情
報収集
○兼任職員から部課長
へ情報提供

○コミュニティセンターへ
の連絡

○テレビ、ラジオ、イ
ンターネット等による
気象警報等の確認

○ハザードマップ等
による避難所・避難
ルートの確認

○防災グッズの準備

○自宅保全

○テレビ、インター
ネット、携帯メール等
による大雨や河川の
状況を確認

○防災無線、携帯
メール等による避難
準備情報の受信

○所管施設の管理者等
に対し、避難所の設置を
指示

○避難所設営担当職員
への連絡
○職員第1次招集

○防災無線、携帯
メール等による避難
勧告の受信

○ため池の避難勧告等
が必要であると判断した
場合、水防本部に通報

○所管施設の被害状況
をシステムに入力し、水
防本部支援隊に情報を
報告

○併任職員より総務部
各当番職員に召集依頼
○管内巡回

3時間雨量
80mm

大雨洪水警報
（丸亀市）

避難勧告
（床上浸水）

○所管施設の被害状況
をシステムに入力し、水
防本部支援隊に情報を
報告

台風
最接近

香川河川国道事務所
等

1時間雨量
40mm

3時間雨量
90mm

避難勧告
（避難判断水
位）

避難準備
情報
（氾濫注意水
位）

1時間雨量
30mm

累加雨量
70mm

大雨洪水注意報
（丸亀市）

避難準備
情報
（RT100mm）

3時間雨量
100mm

累加雨量
250mm

3時間雨量
60mm

土砂災害警戒
情報（丸亀市）

○気象通報の伝達

○気象通報の伝達

○土砂災害警戒情
報の事前情報提供

○防災無線、携帯
メール等による避難
指示の受信

3時間雨量
100mm

累加雨量
250mm

大雨特別警報
（丸亀市）

第三次
配備体制

災
害
警
戒
期

○災害時体制の再確認

累加雨量
100mm

土砂災害
発生

住民等
高松地方気象台 体制

避難勧告等の発令 防災行動香川県

丸亀市

期
間

時間

起こり得る現象

土器川流域

○各種情報等の収集及び周
知

○資機材等の確認及び土のう
作製手配等

○庁内連絡網の確認

○職員向け災害時体制の確
認及び周知

○関係機関等との連絡体制
の確認

○建設課との事前体制の打
合せ

○情報収集・連絡体制の確保

○国際交流協会への情報提
供

○市長公室間の情報収集・伝
達

○工施工者の安全管理確認

○土のう数の確認（市、建設
業協会等）

○資機材の確認（懐中電灯、
バリケード等）

○協力期間の体制確認

○職員への体制確認

○気象情報の確認

○車両の準備

○施設（水門・排水機場等）
の点検・操作確認

○災害対策用資機材・復旧
資機材等の確保

○リエゾン体制の確認

○協力機関の体制確認・防
災エキスパート等の確認

○官庁施設・通信施設等の
点検

上陸の
可能性

◇台風・前線の予報

◇台風・前線に関する香
川県気象情報

◇台風・前線に関する気
象庁発表

気象予警報、避難
勧告等の雨量基準

内水被害
拡大

（床上浸水）

内水被害
発生

（床下浸水）
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台風の接近・上陸に伴う洪水を対象とした、土器川直轄河川管理区間沿川の丸亀市の避難勧告の発令等に着目したタイムライン（防災行動計画）の想定　＜応急対策期＞

水象情報 気象情報 国

台風 災害
丸亀
市内

土器川
流域

全体 市長公室 建設水道部 産業文化部 健康福祉部 こども未来部 総務部 生活環境部 教育部 消防本部 協力部（会計） 競艇事業部

台風
通過

○他市町等の関係
機関への応援要請

第四次
配備体制

○他市町、県等の関係機関への応
援要請

○他市町、県等の関係機関へ
の応援要請

○全職員の招集
○日本水道協会への応援要
請

○緊急消防援助隊の要
請

○随時、議長を初め議
員への状況報告

○災害情報の収集・連絡お
よび通信の確保

○自衛隊への派遣
要請

○自衛隊への派遣要請（市長→知
事へ要求）

○国の機関、国会議員等の視
察及び応接対応

○自衛隊の救助活動に
要した経費の調整

○情報の収集伝達
○国へ報告

○被害情報の収集伝達、県等への
報告

○随時、市HP、FaceBook等に
よる情報発信
○報道機関への情報提供

○被災状況の把握
○産砂ポンプ場・雨水幹線・下
水道管の被害状況調査報告

○障害者福祉施設の被
害情報収集・報告
○高齢者福祉施設の被
害情報収集・報告

○被害情報の収集伝
達、本部への報告

○コミュニティセンター・
廃棄物処理施設などの
被害情報収集・報告

○通信連絡
○通信施設の応急
復旧

○市防災行政無線の点検・復旧、
関係機関との通信確保

○関係機関との通信確保 ○市防災行政無線の点
検・復旧、関係機関との
通信確保

○災害発生時の広報 ○被災者等への広
報
○国民への広報

○被災者等への被害状況の広報 ○被害状況の情報発信
○記者会見、報道機関への情
報提供

○断水・解除等の広報活動
（防災行政無線併用）

○被災者等への被害状
況の広報

○コミュニティセンターへ
の広報連絡

○今後の営業の可否の
判断、決定、広報

○被害状況・調査結果等の
公表

○広聴活動 ○被災地市民の要望事項等の聴
取（相談窓口開設）

○被災地市民の要望事
項等の聴取（相談窓口

○災害救助法適用
の手続き

○災害救助法適用の手続き（要請） ○被害情報把握・伝達

○救急救助活動状
況把握
○防災ヘリコプター
運用

○被災者の救急、救助、行方不明
者捜索の活動

○救急救助活動

○現地医療、後方
医療体制、医薬品
等の確保

○現地医療、後方医療体制、医薬
品等の確保

○医師会等関係機関へ
の連絡

○緊急輸送路、輸
送車両等の確保
（緊急物資の供給）

○緊急輸送路、輸送車両等の確保
（緊急物資の供給）

○緊急輸送路の確保
○給水輸送経路の確保
○給水車の運行スケジュール
○街路樹等の被害状況把握

○市有車両の活用
○緊急運行車両の確認

○コミュニティセンターへ
の連絡
○クリーン課所管車両
の利用検討

○被災地内外の道
路交通規制

○被災地内外の道路交通規制 ○通行制限 ○被災地内外の道路交
通規制

○広域一時滞在協
議・助言

○帰宅困難者への対応 ○市HP、FaceBook等による情
報発信

○帰宅困難者への対応 ○避難所の運営（避難
者がいる場合）

○避難所の運営 ○応急給水場所の設置
○自己取引場所の設置
○応急仮設住宅の建設場所
の検討

○避難所の運営 ○避難指定施設の状況
把握

○避難所の運営 ○コミュニティセンターへ
の連絡

○避難所施設の状況把
握

○救急活動

○市の要請に応じ
て食料・物資の放
出、調達、斡旋

○食料の調達、炊き出しの実施 ○炊き出しの実施 ○コミュニティセンターへ
の連絡

○給食センターで食料
品の調達・炊出しの実施

○衛生・安全供給
指導
○他機関への応援
要請

○給水の確保、実施 ○応急給水の実施（日本水道
協会、第１環境）応援
○給水車等の配置

○地方公共団体等への支
援、被災者等への対応

○市の要請に応じ
て食料・物資の放
出、調達、斡旋

○生活必需品等の調達・配分

○TEC-FORCEの活動 ○災害時要配慮者
への応急対策

○災害時要配慮者への応急対策 ○名簿により在宅の要
支援者の捜索、援護を

○保育士、幼稚園教諭
の派遣

○災害時要配慮者への
応急対策

○河川管理施設等の応急
復旧

○公共土木施設の
応急復旧

○公共土木施設の応急復旧 ○公共土木施設の応急復旧
○所管施設の応急復旧
○産砂ポンプ場・雨水幹線の
応急復旧

○公共土木施設の被害
状況把握、対応

○施設等の応急復旧

○防災エキスパート等の活
用

○公共施設（病院、
社会福祉施設等）
の応急復旧

○公共施設（病院、社会福祉施設
等）の応急復旧

○高齢者福祉施設の応
急復旧確認
○障害者福祉施設の応
急復旧確認

○保有施設の応急復旧 ○コミュニティセンター、
廃棄物の中間、最終処
分場の応急復旧・確認

○ライフライン（上下水道施設）の
応急復旧

○㈱フソウ、上下水道組合に
て修繕

約3日後
○農業用施設、農
作物、畜産、林産物
の応急措置

○農業用施設、農作物、畜産、林
産物の応急措置

○農業用施設、農作物
等の被害状況把握、対
応

○被害認定、罹災証明の発行 ○罹災証明の発行

○感染症発生予防
の啓発

○防疫、保健衛生、食品衛生、防
疫用薬剤・資機材調達

○健康相談の実施 ○保健師、栄養師の派
遣や指導

○香川県ﾍﾟｽﾄｺﾝﾄﾛｰﾙ
協会と連携して実施

○市への助言 ○災害廃棄物、し尿の処理、処理
施設の復旧

○災害廃棄物、し尿の
処理、処理施設の応急
復旧後、廃棄物収集・運
搬

○火葬場の斡旋、
遺体搬送の業者協
力要請

○遺体の捜索、処置及び埋葬・火
葬

○火葬業務の実施 ○状況により遺体の検
索

○応急仮設住宅の
建設等

○被災住宅調査、応急仮設住宅の
建設

○被災住宅調査及び応急修
理対象の選定、応急修理の協
力要請

○応急仮設住宅建設用
地の選定
○市営住宅空室の特例
使用

○社会秩序維持、
防犯

○社会秩序維持、防犯 ○市HP、FaceBook等による情
報発信
○広報車による広報活動

○応急仮設住宅の建設場所、
建設方法、戸数等の確認、建
設の準備

○児童生徒の安全
確保、学校施設・設
備の応急処置

○児童生徒の安全確保、学校施
設・設備の応急処置

○児童・生徒の安否確
認及び状況把握
○施設等の被害状況把
握及び措置

○応急教育の実
施、就学援助等

○応急教育の実施、就学援助等 ○応急教育の実施

○文化財の保護、
埋蔵文化財対策

○文化財の保護、埋蔵文化財対策 ○文化財・埋蔵文化財
の被害状況把握・報告、
応急対応

○公共土木施設の
応急復旧

○公共土木施設の応急復旧 ○公共土木施設の応急復旧
○産砂ポンプ場・雨水幹線の
応急復旧

○公共土木施設の被害
状況把握、対応

○施設等の応急復旧

○公共施設（病院、
社会福祉施設等）
の応急復旧

○公共施設（病院、社会福祉施設
等）の応急復旧

○高齢者福祉施設の応
急復旧確認
○障害者福祉施設の応
急復旧確認

○保有施設の応急復旧 ○復旧ができていない
施設は継続して復旧

○営業再開

○ライフライン（上下水道施設）の
応急復旧

○㈱フソウ、上下水道組合に
て修繕
○下水道管の応急復旧

○農業用施設、農
作物、畜産、林産物
の応急措置

○農業用施設、農作物、畜産、林
産物の応急措置

○農業用施設、農作物
等の被害状況把握、対
応

約10日後
○ボランティアの受
け入れ

○ボランティアの受け入れ

避難解除

気象予警報、避難
勧告等の雨量基準

応急復旧（継続）

香川河川国道事務所
等

○被害状況の把握
　（ヘリコプター等による迅
速な状況把握）

応
急
対
策
期

広域的応援

情報収集・伝達

広報活動

救急救命・医療救護

ボランティア受入

緊急輸送・交通確保

被災者への対応

応急復旧（緊急）

情報収集・伝達

防疫・保健衛生

廃棄物処理

遺体処置

住宅応急確保

社会秩序維持

文教対策

期
間

時間

起こり得る現象

住民等
体制 項目分類

防災行動香川県

丸亀市

土器川流域 高松地方気象台

・四国電力

・四国ガス

・中讃ＣＡＴＶ

・ＪＲ四国

・琴平電鉄

・丸亀警察署

・高松海上保安部

・消防団

・丸亀警察署

・丸亀市医師会

・綾歌地区医師会

・丸亀市歯科医師会

・丸亀市薬剤師会

・綾歌郡薬剤師会

・丸亀警察署

・地域住民

・市民

・自治会

・防災ボランティア

・四国電力

・四国ガス

・ＮＴＴ西日本

・中讃ＣＡＴＶ

・ＪＲ四国

・琴平電鉄

34



巻末資料

　　　　　【第１回検討部会】

　“水害に強いまちづくり”のための
　　　　　アイデア意見分類表
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ソフト
整備

ハード
整備

ソフト
整備

分類番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37

11 8 4
28 6 2 5 3 16 3 19 2 3 0 2 2 4 0 0 5 21 3 6 4 28 14 13 3 1 11 4 13 5 3 1 1 0 11 8 4

ア
イ
デ
ア

番
号

テ
ー

ブ
ル

分
類
番
号

キーワード
カード
種別

アイデア意見
（黄色背景：アイデア（案）にはなかった新たなアイデア）

1 1 4 アイデア 地域が過去に最大どれくらい浸水したか、目でわかるように目印を道路わきに設置する。 ●

2 1 6、18 アイデア 住民に常々防災意識をもってもらう。小学生等に防災のポスター展や、イベントを行い、将来的な防災の街とできるよう備える ● ●

3 1 8 アイデア 防災訓練等にサイレンを鳴らし周知を図る。 ●

4 1 8 アイデア サイレンの意味を防災訓練で周知 ● ●

5 1 8、18 アイデア サイレン点検時に伝達情報毎のパターン周知できるようにする。（無線と合わせて） ●

6 1 8 アイデア 土砂災害が非常に問題になってきているので、分かり易い伝え方（テレビでの）を考えては。 ●

7 1 6 アイデア 避難情報の意味をやさしく伝える ●

8 1 意見 サイレンを鳴らしても分からない。（パターンを理解されていない）

9 1 意見 潮止堰と避難勧告のサイレンパターンが同様でわからない。

10 1 8 アイデア 携帯、スマホ、ＳＮＳ、ツイッターの活用以外に、のぼり、はた、サイレン（種類を考える）、人海戦術等を工夫して情報提供 ●

11 1 8、14 アイデア 携帯電話のメールを使っての情報提供　例えば、メーリングリストなど ● ●

12 1 1、24 アイデア 避難準備の段階で避難行動うながす仕組、地区単位でルールづくりが重要 ● ●

13 1 18 アイデア 小学生、中学生に、防災に対する授業。（例えば、丸亀市のサイレンの種類とか） ●

14 1 6、8 アイデア 必要な時に必要な情報を選択できるよう、普段から情報収集に慣れておく。 ● ●

15 1 3、6 アイデア 避難場所の詳細な地図等の配布（場所がわからないと言われた） ● ●

16 1 3、6、17 アイデア 当カ所が何が危険なのか自治会等を通じハザードマップの詳細図等で周知。 ● ● ●

17 1 1 アイデア 警報と被害や避難行動に結びつく情報提供を工夫 ●

18 1 1 アイデア どの地区の人は、いつ頃、どこの避難場所に避難して下さいといった情報提供を出す。 ●

19 1 13、14、25 アイデア 避難所で各住民の安否が確認できる仕組み（ＳＮＳ使用） ● ● ●

20 1 1、23 アイデア
情報を１本化し、住民によりわかりやすい情報とする為、国交省、県、市、気象庁等の情報を併せ、
それぞれの地区にあった情報とする。

● ●

21 1 1、6 アイデア 避難危険時に避難せず、自宅の２階以上へ移動する等の情報が確実に伝達できる工夫 ● ●

22 1 18、22 アイデア 各コミュニティから防災コーディネータを２人出して５年間担当してもらう ● ●

23 1 18、22 アイデア 防災リーダー（不在のケース）の育成（一人ではできない場合がある） ● ●

24 1 18 アイデア 子供達を中心にした防災教育訓練の実施（数年後の防災リーダーの育生） ●

25 1 22 アイデア 各地区へ地区出身の市職員を防災担当（窓口）として配置（全地区） ●

26 1 22 アイデア
地域（コミュニティ）等で防災リーダーを出していただき、防災の地域への働きかけをしてもらい表彰する。
その人の下にサブリーダーを出していただき、広げていく

●

27 1 18 アイデア 防災士と連携して、地域の防災力の向上を図る。 ●

28 1 18、22 アイデア 高校生や大学生に、防災クラブとか、防災サークルを作り、危機意識の向上を図る ● ●

29 1 17、24 アイデア 自治会で危険ヵ所の周知 ● ●

30 1 21 アイデア 自治会組織の内で、要支援者や要介護者の把握をしておく。 ●

31 1 20 アイデア 過去の災害を現地で研修することで、体験を伝承する ●

32 1 20 アイデア 世代を超えた、言い伝えの伝承 ●

33 1 20 アイデア 遊びを取り入れた（祭り形式でも可）長く継続できる防災訓練の仕組づくり ●

意見数

災害情報の伝承

流
域
対
策

（
流
域
一
体
の
総
合
治
水
計
画

）

道
路
整
備

（
道
路
嵩
上
げ

、
道
路
拡
幅

、
歩
道
用
防
護
柵
等

）

宅
地
整
備

（
建
築
補
助

（
耐
水
化

、
ピ
ロ
テ
ィ
ー

等

）
）

98

38
49 12

61
35

35 46
81

17
17

災
害
時
要
配
慮
者
の
避
難
支
援
体
制

自
主
防
災
組
織
の
活
性
化

（
組
織
間
の
連
携

）

関
係
機
関
と
の
連
携

避
難
行
動
の
支
援

避
難
者
等
へ
の
支
援

国
・
県
に
よ
る
緊
急
活
動
支
援

ハード整備

60
60

95

27 8

緊
急
活
動

（
排
水
ポ
ン
プ
車

、
道
路
啓
開

、
物
資
供
給
等

）

自

助

・

共

助

（
防

災

情

報

伝

達

手

段

の

充

実

、
災

害

時

要

援

護

者

の

避

難

支

援

・

救

助

等

）

実効

災害への備え（事前対策）
発災直後
（応急対

策）

地域コミュニティ
の活性化

地域連携
体制の強化

地域連携
体制の強化

発災直後
（応急対策）

災害への備え（事前対策）

災
害
情
報
の
整
備

（
避
難
の
目
安

、
避
難
所
へ
の
案
内
標
識
等

）

備
蓄
品

、
水
防
機
材
の
整
備

（
備
蓄
倉
庫

、
救
命
ボ
ー

ト
等

）

施
設
整
備

（
避
難
所
の
耐
水
化

、
ポ
ン
プ
場
の
耐
水
化

、
老
朽
化
対
策
等

）

河
川
整
備

（
堤
防
強
化

、
河
床
掘
削
等

）

土
砂
災
害
対
策

（
急
傾
斜
地
崩
壊

、
土
石
流

、
地
す
べ
り
防
止
対
策

）

自
助
・
共
助

（
防
災
・
避
難
訓
練

、
地
域
防
災
リ
ー

ダ
ー

の
育
成
等

）

防
災
教
育

（
広
報
誌

、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用

）

地
域
防
災
文
化
の
維
持

（
災
害
情
報
調
査

、
四
国
災
害
ア
ー

カ
イ
ブ
ス

）

災害への備え（事前対策） 発災直後（応急対策）

情報 連携

防
災
情
報
メ
ー

ル

（
安
否
情
報
確
認
機
能

）

災
害
用
伝
言
サ
ー

ビ
ス

黄
色
い
ハ
ン
カ
チ

マ
イ
防
災
マ

ッ
プ

（
か
が
わ
防
災
G
I
S
の
活
用

）

防
災
教
育

、
避
難
訓
練

（
防
災
士
と
の
連
携

）

事前情報
緊急時情報
（危険情報）

避難情報・安否情報

情
報
提
供
手
段
の
多
様
化

防
災
ラ
ジ
オ

地
域
協
力
に
よ
る
情
報
収
集

か
が
わ
減
災
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線

（
カ
メ
ラ
付

）

Ｓ
Ｎ
Ｓ

（
T
w
i
t
t
e
r

、
F
a
c
e
b
o
o
k

）

一
時
避
難
場
所

（
3
階
建
て
以
上

）

か
が
わ
防
災
Ｇ
Ｉ
Ｓ

（
防
災
施
設
情
報

）

避
難
所
誘
導
や
危
険
情
報
の
標
識

住
ま
い
方
情
報

（
条
例

）

広
報
活
動
・
情
報
提
供

光
フ

ァ
イ
バ
ー

網

（
高
所
監
視
カ
メ
ラ

、
C
C
T
V

）

まるごとまちごと
ハザードマップ

情報の内容
の周知

防災情報の
伝達方法

防災情報の啓発

しきい値の設定

防災リーダー
の育成等

【第1回検討部会】
“水害に強いまちづくり”のためのアイデア意見分類表

避
難
の
目
安

（
丸
亀
橋
テ
レ
メ
ー

タ
化
等

）
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ソフト
整備

ハード
整備

ソフト
整備

分類番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37

11 8 4
28 6 2 5 3 16 3 19 2 3 0 2 2 4 0 0 5 21 3 6 4 28 14 13 3 1 11 4 13 5 3 1 1 0 11 8 4

ア
イ
デ
ア

番
号

テ
ー

ブ
ル

分
類
番
号

キーワード
カード
種別

アイデア意見
（黄色背景：アイデア（案）にはなかった新たなアイデア）

意見数

流
域
対
策

（
流
域
一
体
の
総
合
治
水
計
画

）

道
路
整
備

（
道
路
嵩
上
げ

、
道
路
拡
幅

、
歩
道
用
防
護
柵
等

）

宅
地
整
備

（
建
築
補
助

（
耐
水
化

、
ピ
ロ
テ
ィ
ー

等

）
）

98

38
49 12

61
35

35 46
81

17
17

災
害
時
要
配
慮
者
の
避
難
支
援
体
制

自
主
防
災
組
織
の
活
性
化

（
組
織
間
の
連
携

）

関
係
機
関
と
の
連
携

避
難
行
動
の
支
援

避
難
者
等
へ
の
支
援

国
・
県
に
よ
る
緊
急
活
動
支
援

ハード整備

60
60

95

27 8

緊
急
活
動

（
排
水
ポ
ン
プ
車

、
道
路
啓
開

、
物
資
供
給
等

）

自

助

・

共

助

（
防

災

情

報

伝

達

手

段

の

充

実

、
災

害

時

要

援

護

者

の

避

難

支

援

・

救

助

等

）

実効

災害への備え（事前対策）
発災直後
（応急対

策）

地域コミュニティ
の活性化

地域連携
体制の強化

地域連携
体制の強化

発災直後
（応急対策）

災害への備え（事前対策）

災
害
情
報
の
整
備

（
避
難
の
目
安

、
避
難
所
へ
の
案
内
標
識
等

）

備
蓄
品

、
水
防
機
材
の
整
備

（
備
蓄
倉
庫

、
救
命
ボ
ー

ト
等

）

施
設
整
備

（
避
難
所
の
耐
水
化

、
ポ
ン
プ
場
の
耐
水
化

、
老
朽
化
対
策
等

）

河
川
整
備

（
堤
防
強
化

、
河
床
掘
削
等

）

土
砂
災
害
対
策

（
急
傾
斜
地
崩
壊

、
土
石
流

、
地
す
べ
り
防
止
対
策

）

自
助
・
共
助

（
防
災
・
避
難
訓
練

、
地
域
防
災
リ
ー

ダ
ー

の
育
成
等

）

防
災
教
育

（
広
報
誌

、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用

）

地
域
防
災
文
化
の
維
持

（
災
害
情
報
調
査

、
四
国
災
害
ア
ー

カ
イ
ブ
ス

）

災害への備え（事前対策） 発災直後（応急対策）

情報 連携

防
災
情
報
メ
ー

ル

（
安
否
情
報
確
認
機
能

）

災
害
用
伝
言
サ
ー

ビ
ス

黄
色
い
ハ
ン
カ
チ

マ
イ
防
災
マ

ッ
プ

（
か
が
わ
防
災
G
I
S
の
活
用

）

防
災
教
育

、
避
難
訓
練

（
防
災
士
と
の
連
携

）

事前情報
緊急時情報
（危険情報）

避難情報・安否情報

情
報
提
供
手
段
の
多
様
化

防
災
ラ
ジ
オ

地
域
協
力
に
よ
る
情
報
収
集

か
が
わ
減
災
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線

（
カ
メ
ラ
付

）

Ｓ
Ｎ
Ｓ

（
T
w
i
t
t
e
r

、
F
a
c
e
b
o
o
k

）

一
時
避
難
場
所

（
3
階
建
て
以
上

）

か
が
わ
防
災
Ｇ
Ｉ
Ｓ

（
防
災
施
設
情
報

）

避
難
所
誘
導
や
危
険
情
報
の
標
識

住
ま
い
方
情
報

（
条
例

）

広
報
活
動
・
情
報
提
供

光
フ

ァ
イ
バ
ー

網

（
高
所
監
視
カ
メ
ラ

、
C
C
T
V

）

【第1回検討部会】
“水害に強いまちづくり”のためのアイデア意見分類表

避
難
の
目
安

（
丸
亀
橋
テ
レ
メ
ー

タ
化
等

）

34 1 20 災害情報の伝承 アイデア 過去の災害の教訓を今後の災害への備えに活用。冊子作りなど。 ●

35 1 18、22、23 アイデア 防災訓練で各種団体が積極的に参加する。（ＰＴＡ、地域企業、老人会）。 ● ● ●

36 1 23、25 アイデア 民間企業との間で、協定締結するなど。（飲料水、食料の調達） ● ●

37 1 23、24 アイデア 宇多津町、丸亀市、県、国交省、住民が、一体となった避難経路の協議が必要 ● ●

38 1 22、23 アイデア 他地域の防災訓練にも参加し、様々な訓練を行う ● ●

39 1 18、22、23 アイデア 行政職員、自主防災会、防災士会、消防団、専門家が連携して訓練する制度をつくる。 ● ● ●

40 1 18、22、23
広域関係機関

での訓練
アイデア

行政が、自主防災会、防災士会等に資格や権限を与え、講師、指導員、避難誘導員等として、
平時、災害警戒期、応急対策期に活躍できる仕組みづくり

● ● ●

41 1 23、26 アイデア 関係機関の防災資器材の保有状況等の情報共有の仕組作り ● ●

42 1 24 アイデア
大雨注意報（あるいは警報につながりそうな場合）が出た場合、防災訓練と位置づけて、
避難所への避難を実施する取り組みを行う。

●

43 1 24 アイデア 土のう積作業を住民も消防団等と一緒に行う ●

44 1 24 アイデア 近所同士の確認　一声かけて、安否確認 ●

45 1 17、35 アイデア 避難経路の明示されたマップ作成（各戸毎に自分達の） ● ●

46 1 36 アイデア ガレキ集積場所の予定地の確保 ●

47 1 18、35 アイデア 避難指示等のカラぶり情報等への批判を行わない。住民の意識改善 ● ●

48 1 36 ハード整備 アイデア 救命ヘリ整備 ●

49 1 31 アイデア 宅地造成する際に、嵩上げする（道路整備も含む） ●

50 1 29 アイデア 高さをもった防災拠点（避難所併用） ●

51 1 29 アイデア 釜場の確保 ●

52 1 29 アイデア 排水機場の耐水化に合わせた水路拡幅。 ●

53 1 29 アイデア ポンプ場の停電対策、燃料の確保 ●

54 1 27 アイデア 要援護者に専用の通信機設置 ●

55 1 8、27 アイデア 自衛隊とのホットライン整備 ● ●

56 1 27 アイデア わかりやすい情報伝達文。簡単、明瞭。 ●

57 1 1、27 アイデア 対象地域で何年（何十年）に１回の大雨になっているか、地図上で分布がわかるようにする ● ●

58 1 37 アイデア 被災者支援制度（一時金の早期支給等）の充実 ●

59 1 28 アイデア 個人、家庭、自治会、職場レベルでライフジャケット、救命ボートの配備 ●

60 1 28 アイデア 避難場所には、必ずボート等の救命道具を配備すること。（何故低いところにあるのか） ●

61 1 28、36 アイデア 緊急避難手段（ボート、ヘリ等）の手配を行う。 ● ●

62 1 36 アイデア 非常時には自衛隊等へ緊急出動の要請を行う ●

63 1 23、36 アイデア 市職員だけでなく、丸亀市内居住の県職員、国家公務員の動員（避難所管理など） ● ●

64 1 6、27、36 アイデア 応急対策状況（進歩度、完成時期等）の十分な広報の方法作り。 ● ● ●

65 1 36 アイデア 仮設住宅の早期運用　臨時避難所の設置運用 ●

66 2 1 情報伝達手段 アイデア 高層ビルなどに情報を示すＳｉｇｎａｌ　赤、黄、緑　ランプ ●

ハード整備
（耐水化）

ハード整備
（排水施設）

ハード整備
（通信の確保）

住民同士の対応

広域関係機関
での訓練

避難の実効

人材の確保
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ソフト
整備

ハード
整備

ソフト
整備

分類番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37

11 8 4
28 6 2 5 3 16 3 19 2 3 0 2 2 4 0 0 5 21 3 6 4 28 14 13 3 1 11 4 13 5 3 1 1 0 11 8 4

ア
イ
デ
ア

番
号

テ
ー

ブ
ル

分
類
番
号

キーワード
カード
種別

アイデア意見
（黄色背景：アイデア（案）にはなかった新たなアイデア）

意見数

流
域
対
策

（
流
域
一
体
の
総
合
治
水
計
画

）

道
路
整
備

（
道
路
嵩
上
げ

、
道
路
拡
幅

、
歩
道
用
防
護
柵
等

）

宅
地
整
備

（
建
築
補
助

（
耐
水
化

、
ピ
ロ
テ
ィ
ー

等

）
）

98

38
49 12

61
35

35 46
81

17
17

災
害
時
要
配
慮
者
の
避
難
支
援
体
制

自
主
防
災
組
織
の
活
性
化

（
組
織
間
の
連
携

）

関
係
機
関
と
の
連
携

避
難
行
動
の
支
援

避
難
者
等
へ
の
支
援

国
・
県
に
よ
る
緊
急
活
動
支
援

ハード整備

60
60

95

27 8

緊
急
活
動

（
排
水
ポ
ン
プ
車

、
道
路
啓
開

、
物
資
供
給
等

）

自

助

・

共

助

（
防

災

情

報

伝

達

手

段

の

充

実

、
災

害

時

要

援

護

者

の

避

難

支

援

・

救

助

等

）

実効

災害への備え（事前対策）
発災直後
（応急対

策）

地域コミュニティ
の活性化

地域連携
体制の強化

地域連携
体制の強化

発災直後
（応急対策）

災害への備え（事前対策）

災
害
情
報
の
整
備

（
避
難
の
目
安

、
避
難
所
へ
の
案
内
標
識
等

）

備
蓄
品

、
水
防
機
材
の
整
備

（
備
蓄
倉
庫

、
救
命
ボ
ー

ト
等

）

施
設
整
備

（
避
難
所
の
耐
水
化

、
ポ
ン
プ
場
の
耐
水
化

、
老
朽
化
対
策
等

）

河
川
整
備

（
堤
防
強
化

、
河
床
掘
削
等

）

土
砂
災
害
対
策

（
急
傾
斜
地
崩
壊

、
土
石
流

、
地
す
べ
り
防
止
対
策

）

自
助
・
共
助

（
防
災
・
避
難
訓
練

、
地
域
防
災
リ
ー

ダ
ー

の
育
成
等

）

防
災
教
育

（
広
報
誌

、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用

）

地
域
防
災
文
化
の
維
持

（
災
害
情
報
調
査

、
四
国
災
害
ア
ー

カ
イ
ブ
ス

）

災害への備え（事前対策） 発災直後（応急対策）

情報 連携

防
災
情
報
メ
ー

ル

（
安
否
情
報
確
認
機
能

）

災
害
用
伝
言
サ
ー

ビ
ス

黄
色
い
ハ
ン
カ
チ

マ
イ
防
災
マ

ッ
プ

（
か
が
わ
防
災
G
I
S
の
活
用

）

防
災
教
育

、
避
難
訓
練

（
防
災
士
と
の
連
携

）

事前情報
緊急時情報
（危険情報）

避難情報・安否情報

情
報
提
供
手
段
の
多
様
化

防
災
ラ
ジ
オ

地
域
協
力
に
よ
る
情
報
収
集

か
が
わ
減
災
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線

（
カ
メ
ラ
付

）

Ｓ
Ｎ
Ｓ

（
T
w
i
t
t
e
r

、
F
a
c
e
b
o
o
k

）

一
時
避
難
場
所

（
3
階
建
て
以
上

）

か
が
わ
防
災
Ｇ
Ｉ
Ｓ

（
防
災
施
設
情
報

）

避
難
所
誘
導
や
危
険
情
報
の
標
識

住
ま
い
方
情
報

（
条
例

）

広
報
活
動
・
情
報
提
供

光
フ

ァ
イ
バ
ー

網

（
高
所
監
視
カ
メ
ラ

、
C
C
T
V

）

【第1回検討部会】
“水害に強いまちづくり”のためのアイデア意見分類表

避
難
の
目
安

（
丸
亀
橋
テ
レ
メ
ー

タ
化
等

）

67 2 6、14 アイデア 日頃から防災情報メールの登録　大雨警報の中身（浸水害、土砂災害）も分かります ● ●

68 2 6、8、37 アイデア 聴覚障害者等への事前防災機器の配布 ● ● ●

69 2 8、14 アイデア 丸亀市防災情報メール ● ●

70 2 8 アイデア 情報伝達の迅速化　国（河川管理者）→コミュニティ→住民→　ＴＥＬ　→ ●

71 2 意見 避難所が少ない

72 2 意見 避難道の指定

73 2 意見 避難経路・方法

74 2 1 アイデア 気象台の警報・注意報、市の避難情報（明るいうちの避難準備情報）を避難のタイミングにする ●

75 2 8、12 アイデア 避難情報　防災無線　音声で明確にする ● ●

76 2 10 アイデア 避難情報の入手　各地域から情報収集（協力者の増） ●

77 2 意見 どのタイミングで避難行動を開始するべきかが課題

78 2 意見 避難所までのアプローチがない

79 2 意見 避難のきっかけとなる情報の入手が課題

80 2 7 水位情報 アイデア 川の水位の状況をネットに映像で流す（土器川沿川ＣＣＴＶ映像） ●

81 2 20 災害史の伝承
（若い世代に語り継ぐ）

アイデア 田潮神社にある水害にまつわる石碑と秋祭りを活用した地域コミュニティーの創生 ●

82 2 22、23 アイデア 企業を巻き込んだ自治会の創設。 ● ●

83 2 22、23 アイデア 企業活動との連携 ● ●

84 2 22、23 アイデア 各事業所にある防火・防災組織との連携 ● ●

85 2 10、22、23 アイデア 店舗・コミュニティ等からの情報発信 ● ● ●

86 2 17、24 アイデア 自治会毎の避難ルートの選定 ● ●

87 2 17、22、24 アイデア 自治会単位で避難経路の確認。（イベント時に） ● ● ●

88 2 22 アイデア  校区を単位とした連携祭・運動会・防災訓練 ●

89 2 23 アイデア 消防団員の避難・誘導　水防訓練 ●

90 2 22 アイデア 川西地区による、勉強会の開催 ●

91 2 22 アイデア 川西地区と他のコミュニティとの合同で訓練 ●

92 2 18、22 アイデア 自治会とは関係なく、防災時のリーダーづくり ● ●

93 2 30 アイデア 河川整備（ひろげる） ●

94 2 30 アイデア 堤防断面の拡幅 ●

95 2 29 アイデア 水路の改修（直線化） ●

96 2 29 アイデア 調整池の設置 ●

97 2 30 アイデア 河川幅（整備） ●

98 2 29 アイデア 土器ポンプ場の能力増強 ●

99 2 36 アイデア ヘリポート整備 ●

100 2 30 アイデア 土器川堆積土砂の除去（天井川になっている） ●

101 2 28
ハード整備
（物資供給）

アイデア 毛布等の供給 ●

情報伝達手段

先進地区との交流

ハード整備

避難情報

企業との連携

自治会での連携
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ソフト
整備

ハード
整備

ソフト
整備

分類番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37

11 8 4
28 6 2 5 3 16 3 19 2 3 0 2 2 4 0 0 5 21 3 6 4 28 14 13 3 1 11 4 13 5 3 1 1 0 11 8 4

ア
イ
デ
ア

番
号

テ
ー

ブ
ル

分
類
番
号

キーワード
カード
種別

アイデア意見
（黄色背景：アイデア（案）にはなかった新たなアイデア）

意見数

流
域
対
策

（
流
域
一
体
の
総
合
治
水
計
画

）

道
路
整
備

（
道
路
嵩
上
げ

、
道
路
拡
幅

、
歩
道
用
防
護
柵
等

）

宅
地
整
備

（
建
築
補
助

（
耐
水
化

、
ピ
ロ
テ
ィ
ー

等

）
）

98

38
49 12

61
35

35 46
81

17
17

災
害
時
要
配
慮
者
の
避
難
支
援
体
制

自
主
防
災
組
織
の
活
性
化

（
組
織
間
の
連
携

）

関
係
機
関
と
の
連
携

避
難
行
動
の
支
援

避
難
者
等
へ
の
支
援

国
・
県
に
よ
る
緊
急
活
動
支
援

ハード整備

60
60

95

27 8

緊
急
活
動

（
排
水
ポ
ン
プ
車

、
道
路
啓
開

、
物
資
供
給
等

）

自

助

・

共

助

（
防

災

情

報

伝

達

手

段

の

充

実

、
災

害

時

要

援

護

者

の

避

難

支

援

・

救

助

等

）

実効

災害への備え（事前対策）
発災直後
（応急対

策）

地域コミュニティ
の活性化

地域連携
体制の強化

地域連携
体制の強化

発災直後
（応急対策）

災害への備え（事前対策）

災
害
情
報
の
整
備

（
避
難
の
目
安

、
避
難
所
へ
の
案
内
標
識
等

）

備
蓄
品

、
水
防
機
材
の
整
備

（
備
蓄
倉
庫

、
救
命
ボ
ー

ト
等

）

施
設
整
備

（
避
難
所
の
耐
水
化

、
ポ
ン
プ
場
の
耐
水
化

、
老
朽
化
対
策
等

）

河
川
整
備

（
堤
防
強
化

、
河
床
掘
削
等

）

土
砂
災
害
対
策

（
急
傾
斜
地
崩
壊

、
土
石
流

、
地
す
べ
り
防
止
対
策

）

自
助
・
共
助

（
防
災
・
避
難
訓
練

、
地
域
防
災
リ
ー

ダ
ー

の
育
成
等

）

防
災
教
育

（
広
報
誌

、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用

）

地
域
防
災
文
化
の
維
持

（
災
害
情
報
調
査

、
四
国
災
害
ア
ー

カ
イ
ブ
ス

）

災害への備え（事前対策） 発災直後（応急対策）

情報 連携

防
災
情
報
メ
ー

ル

（
安
否
情
報
確
認
機
能

）

災
害
用
伝
言
サ
ー

ビ
ス

黄
色
い
ハ
ン
カ
チ

マ
イ
防
災
マ

ッ
プ

（
か
が
わ
防
災
G
I
S
の
活
用

）

防
災
教
育

、
避
難
訓
練

（
防
災
士
と
の
連
携

）

事前情報
緊急時情報
（危険情報）

避難情報・安否情報

情
報
提
供
手
段
の
多
様
化

防
災
ラ
ジ
オ

地
域
協
力
に
よ
る
情
報
収
集

か
が
わ
減
災
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線

（
カ
メ
ラ
付

）

Ｓ
Ｎ
Ｓ

（
T
w
i
t
t
e
r

、
F
a
c
e
b
o
o
k

）

一
時
避
難
場
所

（
3
階
建
て
以
上

）

か
が
わ
防
災
Ｇ
Ｉ
Ｓ

（
防
災
施
設
情
報

）

避
難
所
誘
導
や
危
険
情
報
の
標
識

住
ま
い
方
情
報

（
条
例

）

広
報
活
動
・
情
報
提
供

光
フ

ァ
イ
バ
ー

網

（
高
所
監
視
カ
メ
ラ

、
C
C
T
V

）

【第1回検討部会】
“水害に強いまちづくり”のためのアイデア意見分類表

避
難
の
目
安

（
丸
亀
橋
テ
レ
メ
ー

タ
化
等

）

102 2 4、27 アイデア 市道土器線における地盤高表示 ● ●

103 2 27 アイデア 既存のシステムの活用　新規ではなく応用することでのコスト減 ●

104 2 18、35 アイデア 住民に具体的な災害をイメージさせた訓練 ● ●

105 2 6、27、35 アイデア 住民に住んでいる場所のハザードの正しい啓発 ● ● ●

106 2 32 アイデア 防災モデル宅地整備への補助 ●

107 2 27 アイデア  土器川沿川ＣＣＴＶ映像を一般家庭でも見れる様にする ●

108 2 8、27 アイデア 個人単位での防災情報取得可能な施設整備 ● ●

109 3 1、4 アイデア 土器コミュニティセンター（①）の高さを示す　堤防高さより高いかどうか ● ●

110 3 1 アイデア 回転灯を現地につける ●

111 3 1 アイデア 丸亀市土器町交差点（⑧）にはポールで浸水深の目印を示す（建てる） ●

112 3 6 アイデア 気象情報の理解の促進 ●

113 3 6 アイデア 気象情報をいかに住民に伝えるか ●

114 3 8 アイデア 防災無線の放送は聞きとれないので、別の方法を ●

115 3 9 アイデア 防災ラジオの戸別配布 ●

116 3 8 アイデア エリアメールの活用(情報伝達手段として)　　　　文字情報 ●

117 3 意見 警報は最大６時間までしかだせない　注意報の本文に今後の情報も含まれるので、本文も見てほしい

118 3 9、12 アイデア 防災行政無線は雨が降ると聞こえない　個別の防災受信機を。　高松は防災ラジオがある ● ●

119 3 意見 大雨警報は土砂災害と浸水の２種類ある

120 3 5、6 アイデア 地理的な情報を認識しておく ● ●

121 3 1 アイデア 自分で情報得る　自宅に簡易雨量計を設置する ●

122 3 1、2 アイデア 想定される気象を想定するのか　想定外の気象を想定するのか　避難場所を被害レベルで区別 ● ●

123 3 4、5、6 意見 自分の家の地盤の高さや土砂災害の危険性など、知っておくことが必要 ● ● ●

124 3 1 アイデア 避難開始時の決定 ●

125 3 2、24 アイデア モデル地区内はほぼ全域で浸水するため、高いところかモデル地区外に逃げた方がよい ● ●

126 3 1、24 アイデア 通常の台風だと①の避難所でもよいが、大規模な場合はモデル地区エリア外への避難が必要 ● ●

127 3 意見 ①の避難場所では土器川に向って避難するのが怖い

128 3 意見 小さい地域の家庭に情報が強いと何にもならない

129 3 4、5、6 アイデア 土器と郡家で危機感が違う。あぶない地域には情報を伝える。 ● ● ●

130 3 1 アイデア 早い段階で川を横断し避難することが必要 ●

131 3 1 アイデア ゲリラ豪雨の場合などは、あわてて外にでるよりは２階ににげる ●

132 3 1 アイデア 橋台に避難目安水位を示す ●

133 3 1、7 アイデア インターネットライブカメラ放映 ● ●

134 3 7 アイデア 丸亀市観測所の情報を住民に伝える方法が必要 ●

135 3 1 アイデア 身近なところで危険情報を示す　サインを決める　回転灯など ●

136 3 1、8 アイデア 住民に早い段階で危険情報を伝える ● ●

自助

逃げ方
タイミング

住民が見える
サイン

ソフト整備

地域単位の情報

住民への伝達手段
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ソフト
整備

ハード
整備

ソフト
整備

分類番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37

11 8 4
28 6 2 5 3 16 3 19 2 3 0 2 2 4 0 0 5 21 3 6 4 28 14 13 3 1 11 4 13 5 3 1 1 0 11 8 4

ア
イ
デ
ア

番
号

テ
ー

ブ
ル

分
類
番
号

キーワード
カード
種別

アイデア意見
（黄色背景：アイデア（案）にはなかった新たなアイデア）

意見数

流
域
対
策

（
流
域
一
体
の
総
合
治
水
計
画

）

道
路
整
備

（
道
路
嵩
上
げ

、
道
路
拡
幅

、
歩
道
用
防
護
柵
等

）

宅
地
整
備

（
建
築
補
助

（
耐
水
化

、
ピ
ロ
テ
ィ
ー

等

）
）

98

38
49 12

61
35

35 46
81

17
17

災
害
時
要
配
慮
者
の
避
難
支
援
体
制

自
主
防
災
組
織
の
活
性
化

（
組
織
間
の
連
携

）

関
係
機
関
と
の
連
携

避
難
行
動
の
支
援

避
難
者
等
へ
の
支
援

国
・
県
に
よ
る
緊
急
活
動
支
援

ハード整備

60
60

95

27 8

緊
急
活
動

（
排
水
ポ
ン
プ
車

、
道
路
啓
開

、
物
資
供
給
等

）

自

助

・

共

助

（
防

災

情

報

伝

達

手

段

の

充

実

、
災

害

時

要

援

護

者

の

避

難

支

援

・

救

助

等

）

実効

災害への備え（事前対策）
発災直後
（応急対

策）

地域コミュニティ
の活性化

地域連携
体制の強化

地域連携
体制の強化

発災直後
（応急対策）

災害への備え（事前対策）

災
害
情
報
の
整
備

（
避
難
の
目
安

、
避
難
所
へ
の
案
内
標
識
等

）

備
蓄
品

、
水
防
機
材
の
整
備

（
備
蓄
倉
庫

、
救
命
ボ
ー

ト
等

）

施
設
整
備

（
避
難
所
の
耐
水
化

、
ポ
ン
プ
場
の
耐
水
化

、
老
朽
化
対
策
等

）

河
川
整
備

（
堤
防
強
化

、
河
床
掘
削
等

）

土
砂
災
害
対
策

（
急
傾
斜
地
崩
壊

、
土
石
流

、
地
す
べ
り
防
止
対
策

）

自
助
・
共
助

（
防
災
・
避
難
訓
練

、
地
域
防
災
リ
ー

ダ
ー

の
育
成
等

）

防
災
教
育

（
広
報
誌

、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用

）

地
域
防
災
文
化
の
維
持

（
災
害
情
報
調
査

、
四
国
災
害
ア
ー

カ
イ
ブ
ス

）

災害への備え（事前対策） 発災直後（応急対策）

情報 連携

防
災
情
報
メ
ー

ル

（
安
否
情
報
確
認
機
能

）

災
害
用
伝
言
サ
ー

ビ
ス

黄
色
い
ハ
ン
カ
チ

マ
イ
防
災
マ

ッ
プ

（
か
が
わ
防
災
G
I
S
の
活
用

）

防
災
教
育

、
避
難
訓
練

（
防
災
士
と
の
連
携

）

事前情報
緊急時情報
（危険情報）

避難情報・安否情報

情
報
提
供
手
段
の
多
様
化

防
災
ラ
ジ
オ

地
域
協
力
に
よ
る
情
報
収
集

か
が
わ
減
災
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線

（
カ
メ
ラ
付

）

Ｓ
Ｎ
Ｓ

（
T
w
i
t
t
e
r

、
F
a
c
e
b
o
o
k

）

一
時
避
難
場
所

（
3
階
建
て
以
上

）

か
が
わ
防
災
Ｇ
Ｉ
Ｓ

（
防
災
施
設
情
報

）

避
難
所
誘
導
や
危
険
情
報
の
標
識

住
ま
い
方
情
報

（
条
例

）

広
報
活
動
・
情
報
提
供

光
フ

ァ
イ
バ
ー

網

（
高
所
監
視
カ
メ
ラ

、
C
C
T
V

）

【第1回検討部会】
“水害に強いまちづくり”のためのアイデア意見分類表

避
難
の
目
安

（
丸
亀
橋
テ
レ
メ
ー

タ
化
等

）

137 3 1、7 アイデア 丸亀の水位情報をリアルタイムで避難所へ ● ●

138 3 1 アイデア 避難判断水位を丸亀橋で設定 ●

139 3 1 アイデア 丸亀橋の危険水位の設定 ●

140 3 1 アイデア  凡滝エリアでの危険水位の設定（標高と併記） ●

141 3 1 アイデア 水位だけいってもわからない　危険なレベルの水位情報を ●

142 3 1、8 アイデア 避難判断水位を決定してほしい。それをローカルテレビで発信してほしい ● ●

143 3 22 アイデア 土器コミュニティー青年部をつくる。 ●

144 3 22 アイデア 自治会への参加を促進。 ●

145 3 22 アイデア スーパーなど地域住民の多くが頻繁に行くような場所での情報提供を。 ●

146 3 22 アイデア 隣り組の形成 ●

147 3 18 アイデア 防災教育（将来のリーダー育成） ●

148 3 22 アイデア 各自治会毎に担当職員をあてて活性化 ●

149 3 22 アイデア 土器コミュニティが大きすぎるため、まとまらない ●

150 3 22 アイデア 防災区域としてはもう少し細かくわけた方がよい ●

151 3 21 アイデア 独居老人（情報収集が少ない）と、中学生との連携を普段からはかる。　平常時訪問する ●

152 3 21 アイデア 消防、警察、行政、自治会の４者で１人居いの老人宅を一カ月に１回見回る。 ●

153 3 10、24 アイデア   高潮位を、自治会が得る。手段を確保する。海岸に近いので水害は潮位の影響を受ける ● ●

154 3 13、25 アイデア 情報発信としての詳細をツイッターで発信 ● ●

155 3 19 アイデア 地域内で防災に対する意識の差がはげしい。　チラシ１枚でもよいので、受け手の負担が少ない情報提供を。 ●

156 3 18、22 アイデア  語り部から、話してもらう地元の住民に過去の土地がどのようなものであったか、先祖帰りの視点を語ってもらう ● ●

157 3 22 アイデア 地域のでイベントを開設　例えば、スポーツ大会やレクリエーション、その中に防災要素を取り入れる。 ●

158 3 24 アイデア 自治会が小学校単位での連絡体制を確立しておく ●

159 3 18 アイデア 子供中心（学校）での防災訓練 ●

160 3 18 アイデア 自治会に入っていない人もいるので、小学校とか幼稚園で防災訓練をする ●

161 3 意見 若い人をコミュニティに入れるのが大変。川西は学校とコミュニティが連携している。

162 3 2、29 アイデア 安全な場所に防災センターを建てる。３Ｆ以上の建物 ● ●

163 3 2、29 アイデア 丸亀市防災センターの設置 ● ●

164 3 2、29 アイデア 避難ビルの建設。 ● ●

165 3 2、29 アイデア 避難所の増設 ● ●

166 3 30 アイデア  そもそも破堤しない堤防の強化を。超過洪水対策を整備に合わせ ●

167 3 29 アイデア 地下に大規模な貯水槽を作る。 ●

168 3 31 アイデア  避難路を確保。嵩上げ、遮水壁等 ●

169 3 31 アイデア 危険区域を絞り、避難路の確保を握進する。　重点　ハード整備 ●

170 3 29、33 アイデア 総合治水計画による減災（遊水地や被害時間の短縮を図る） ● ●

171 3 8、37 アイデア 地区毎のエリアメール（SＮＳ）等の情報発信 ● ●

ハード整備

ソフト整備

要援護者対策

地域情報共有

学校防災教育

丸亀橋水位情報

活性化

リーダー

地域単位
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ソフト
整備

ハード
整備

ソフト
整備

分類番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37

11 8 4
28 6 2 5 3 16 3 19 2 3 0 2 2 4 0 0 5 21 3 6 4 28 14 13 3 1 11 4 13 5 3 1 1 0 11 8 4

ア
イ
デ
ア

番
号

テ
ー

ブ
ル

分
類
番
号

キーワード
カード
種別

アイデア意見
（黄色背景：アイデア（案）にはなかった新たなアイデア）

意見数

流
域
対
策

（
流
域
一
体
の
総
合
治
水
計
画

）

道
路
整
備

（
道
路
嵩
上
げ

、
道
路
拡
幅

、
歩
道
用
防
護
柵
等

）

宅
地
整
備

（
建
築
補
助

（
耐
水
化

、
ピ
ロ
テ
ィ
ー

等

）
）

98

38
49 12

61
35

35 46
81

17
17

災
害
時
要
配
慮
者
の
避
難
支
援
体
制

自
主
防
災
組
織
の
活
性
化

（
組
織
間
の
連
携

）

関
係
機
関
と
の
連
携

避
難
行
動
の
支
援

避
難
者
等
へ
の
支
援

国
・
県
に
よ
る
緊
急
活
動
支
援

ハード整備

60
60

95

27 8

緊
急
活
動

（
排
水
ポ
ン
プ
車

、
道
路
啓
開

、
物
資
供
給
等

）

自

助

・

共

助

（
防

災

情

報

伝

達

手

段

の

充

実

、
災

害

時

要

援

護

者

の

避

難

支

援

・

救

助

等

）

実効

災害への備え（事前対策）
発災直後
（応急対

策）

地域コミュニティ
の活性化

地域連携
体制の強化

地域連携
体制の強化

発災直後
（応急対策）

災害への備え（事前対策）

災
害
情
報
の
整
備

（
避
難
の
目
安

、
避
難
所
へ
の
案
内
標
識
等

）

備
蓄
品

、
水
防
機
材
の
整
備

（
備
蓄
倉
庫

、
救
命
ボ
ー

ト
等

）

施
設
整
備

（
避
難
所
の
耐
水
化

、
ポ
ン
プ
場
の
耐
水
化

、
老
朽
化
対
策
等

）

河
川
整
備

（
堤
防
強
化

、
河
床
掘
削
等

）

土
砂
災
害
対
策

（
急
傾
斜
地
崩
壊

、
土
石
流

、
地
す
べ
り
防
止
対
策

）

自
助
・
共
助

（
防
災
・
避
難
訓
練

、
地
域
防
災
リ
ー

ダ
ー

の
育
成
等

）

防
災
教
育

（
広
報
誌

、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用

）

地
域
防
災
文
化
の
維
持

（
災
害
情
報
調
査

、
四
国
災
害
ア
ー

カ
イ
ブ
ス

）

災害への備え（事前対策） 発災直後（応急対策）

情報 連携

防
災
情
報
メ
ー

ル

（
安
否
情
報
確
認
機
能

）

災
害
用
伝
言
サ
ー

ビ
ス

黄
色
い
ハ
ン
カ
チ

マ
イ
防
災
マ

ッ
プ

（
か
が
わ
防
災
G
I
S
の
活
用

）

防
災
教
育

、
避
難
訓
練

（
防
災
士
と
の
連
携

）

事前情報
緊急時情報
（危険情報）

避難情報・安否情報

情
報
提
供
手
段
の
多
様
化

防
災
ラ
ジ
オ

地
域
協
力
に
よ
る
情
報
収
集

か
が
わ
減
災
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線

（
カ
メ
ラ
付

）

Ｓ
Ｎ
Ｓ

（
T
w
i
t
t
e
r

、
F
a
c
e
b
o
o
k

）

一
時
避
難
場
所

（
3
階
建
て
以
上

）

か
が
わ
防
災
Ｇ
Ｉ
Ｓ

（
防
災
施
設
情
報

）

避
難
所
誘
導
や
危
険
情
報
の
標
識

住
ま
い
方
情
報

（
条
例

）

広
報
活
動
・
情
報
提
供

光
フ

ァ
イ
バ
ー

網

（
高
所
監
視
カ
メ
ラ

、
C
C
T
V

）

【第1回検討部会】
“水害に強いまちづくり”のためのアイデア意見分類表

避
難
の
目
安

（
丸
亀
橋
テ
レ
メ
ー

タ
化
等

）

172 3 21、35 アイデア  住民に安全でなく安心を与える対策が必要自分を助けてくれる人。消防団員や、防災士、たよりになる人を作る ● ●

173 3 1、27 アイデア  住民の危機感が低いことから指標の整備を【標柱（色づけ、ＬＥＤ）】※危険水位になれば、赤とかオレンジとか… ● ●

174 3 18、19、35 アイデア 雨がふるともしかして危険かもと全住民が思うような雰囲気作り ● ● ●

175 3 18、19、35 アイデア 自らがいざと云う時に簡単にできるローテク術を身に付ける（安心できる技を身につける） ● ● ●

176 3 6、35 アイデア 各家庭で、避難準備品を備える ● ●

177 3 20、35 アイデア  過去の災害伝承の継続 ● ●

178 3 18、35 アイデア 住民がいつ何をしたらよいか行動がわかるアクションカード作り　一般的なものではなく個々人に特化したものを ● ●

179 3 24、37 アイデア 率先避難者と任命しておく。 ● ●

180 3 22、35 アイデア 自治会の危険マップ、避難を示す図を配布 ● ●

ソフト整備
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